
このたびは、モデリスタ商品をお買い上げ頂きましてありがとうございます。
本書は、リヤスカートの取付要領について記載してあります。
取り付け前に必ずお読み頂き、正しい取り付けを行なって下さい。　
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リヤスカート　 　取付要領書
設定型式：DBA-NGX#0、DAA-ZYX1#　　設定グレード：全グレード 

C-HR　モデリスタバージョン 

アドバイス・・・この取付要領書では、スピーディーに安全な作業をして頂く上で知って
　　　　　　　　 おいて頂きたい事を左図マークで表示しております。

■リヤスカートが、車両に確実に貼り付けされているか点検して下さい。

■両面テープの全ての離型紙が剥がされ、確実に圧着されているか点検して下さい。

■取り付け完了後、リヤスカート及び車両部品に傷がついていないか点検して下さい。

■取り付け完了後、最低３時間は強い力をかけたり、雨等で濡れない様注意して下さい。

（両面テープの剥がれ、車両とリヤスカートとの間に隙間が発生するおそれがあります。）

取り付け完了後の点検・注意事項

取り付け上の注意事項

重要

重要

重要

39-TCD026-A10

　接着面をドライヤー等で温めてから貼り付け作業を行なって下さい。

■車両部品の取り外しに際して、紛失や混乱がない様に部品ごとに整理して、復元する際
　間違えない様配慮して下さい。また、部品に傷を付けたりしない様に取り扱いに注意し
　て作業を行なって下さい。
■本書で指示した部品以外は、取り外さない様注意して下さい。

■商品の仮合わせ時等においては、マスキングテープ等で車両側への傷付き防止策を行な
　った上で実施して下さい。
■リヤスカートを取り付ける部品の汚れ、ゴミ、ホコリをウエスで拭き取って下さい。

■本製品の取り付けは、２名で作業を行なって下さい。

■エンドモール（両面テープ付き）・両面テープを貼り付ける部分は、必ず脱脂して下さい。
　脱脂作業を怠ると両面テープを接着しても剥がれる場合があります。
■両面テープの接着力促進剤として、

必ず両面テープ用プライマーを塗って下さい。　（PACプライマーK500を本品に添付）
　プライマーの効力を発揮させる為、塗布後、常温で10分間以上放置し乾燥させて下さい。
■両面テープは、外気温が15℃以下になると接着力が低下しますので、両面テープ及び被

■両面テープのプライマーは、 特に塗装面を黄変させますので必ず塗装面をマスキング
　し、はみだしたプライマーは、アルコール等で拭き取って下さい。
■ボディーコートが塗布されている車両はボディーコートを剥離して下さい。
（必ずマスキングし、なるべく細かい番手で行なう。）ボディーコートが塗布されて

　いる車両は脱脂作業を行なっても、プライマーの接着力促進効果を充分に発揮できな
　い場合があります。ボディーコート除去後は、アルコール等で脱脂をきちんと行って
　下さい。
■両面テープの圧着を十分に行って下さい。500kPa（5kgf/c㎡）以上

■走行直後などはマフラーが高温の為、火傷のおそれがあり危険です。
　マフラーエクステンション装着の際は、マフラーが完全に冷えてから作業を行って下さい。

重要
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品番　D2641-53710-**C-HR モデリスタバージョン リヤスカート

＜図１＞

①リヤスカート

リヤバンパー

取付概要

取　付　手　順
Ⅰ.取付位置出し

1.ロックストライカーのセンターを基準にして
　、リヤバンパーのセンター位置を出し、セン
　ター位置に⑤位置出しシール_LH/CTR/RHを貼
  り付ける。(図１参照)

⑤位置出しシール_CTR

ロックストライカー
のセンターを基準にする

・C部 拡大図

LH
RR

UP

A

⑤位置出し
  シール
　_CTR

・A-A 断面図

CL

C

傷付き防止の為、マスキングテープを貼る

2.傷付き防止の為、車両中央部のリヤフォグラ
  ンプ部分周辺をマスキングテープ等を使用し
  て保護する。⑤位置出しシール_LH

⑤位置出し
  シール_RH

⑤位置出し
  シール_LH

・B-B 断面図

　端末まで

B

B

430㎜

・リヤ正面図

※L側も同様

⑤位置出し
  シール_RH

⑤位置出し
  シール_CTR

　端末まで

①

LH RHCTR

1.ロックストライカーのセンターを基準にして
　、リヤバンパーのセンター位置を出し、セン
　ター位置に⑤位置出しシールAを貼り付け、
　両サイドに⑨⑩位置出しシールB_LH/RHを貼り
　付ける。(図１参照)

CL

A
B

AA

リヤバンパー

430㎜

※R側も同様

⑤位置出し
  シール
  _LH

⑤位置出し
  シール
  _CTR

CL

・リヤ正面図

※R側も同様

⑤位置出し
  シール
　_RH
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＜図２＞

1.①リヤスカートのエンドモール上端を⑤位置
　出しテープ_LH/CTR/RHに合わせ、左図要領でリ
  ヤバンパーに仮当てする。
　(図２参照)

　その際、脱落防止のため、マスキングテープ
  等で仮固定する。

2.①リヤスカート側面上部をリヤバンパーに押
　し当て、タイヤハウス部の穴位置をリヤバン
　パー側にマーキングする。
　（図２ 矢視D 参照）

3.④スピードナットをブラケット位置に合わせ
　てリヤバンパー下面にはめる。
　(図２ G’　　　　 　　)

Ⅱ.リヤスカートの仮当て

マスキングテープ

マスキングテープ

①リヤスカート

4.①リヤスカートの金属ブラケットを④スピー
　ドナットに突き当てて、位置をリヤバンパー
　側にマーキングする。

 部 拡大図 参照

矢視 D

矢
視
 
F

CL

・矢視 F （ブラケット穴位置寸法）

270mm 270mm

①リヤスカート

リヤバンパー
G

7
m
m

・G部 拡大図

①リヤスカート

リヤバンパー

・G’部 拡大図

リヤバンパー

①リヤスカート
④スピード
　ナット

・矢視 C

リヤバンパー

オーバーフェンダー
端末から(35mm)

モールと車両意匠ラインとの隙をL/R
均等になるように位置決めをする。

・E-E 断面図

E

①リヤスカート

リヤバンパー

スペーサー

突き当て

・矢視 D

リヤバンパー

・K部 拡大図

K

オ
ー
バ
ー
　

フ
ェ
ン
ダ
ー

端
末
か
ら
　

1
7
m
m

①リヤ
　スカート

D

・H-H 断面図（J－J 断面も同様）

・L-L 断面図

①リヤスカート エンドモール

リヤバンパー

H

⑤位置出しシール_CTR

①リヤスカート

エンドモール上端を
⑤位置出しシール_LH
に合わせる

⑤位置出しシール_LH

エンドモール

リヤバンパー

エンドモール上端を
⑤位置出しシール_CTR
に合わせる

①リヤスカート

G’

牽引フック
カバー

EE

L

L

J

J

H

1.両面テープ貼り付け部（図５斜線部）を脱脂し
　⑦K500 PACプライマーを塗布する。

＜図５＞

＜図３＞

＜図４＞

は特に塗装面を黄変さ

・ 塗布後は、常温で10分

4

5.マスキングテープを①リヤスカートのエンド
　モール上端と下面スペーサー部周辺に合わせ
　て貼り付ける。（図３参照）

6.①リヤスカートと④スピードナットを取り外
　す。

Ⅲ.プライマーの塗布

・矢視 N

リヤバンパー

マーキング位置に合わせて、
φ3.3 穴あけをする

矢
視
 
N

7.リヤバンパー下面及び、タイヤハウス部のマ
　ーキング位置に穴開けをする。
　(図４参照)

アドバイス

・下穴を開ける際は、穴の中心を狙い、ケガ
　キ針又は、画鋲を用いて行なって下さい。

マーキング位置に合わせて、
φ5 穴あけをする

アドバイス

・PACプライマーK500
 せますので、マスキングするか、はみ出し
 たプライマーは、アルコール等で拭き取っ
 て下さい。
PACプライマーK500

 間以上放置し乾燥させて下さい。

・ボディーコート処理されている車両は、
 マスキングをして両面テープ貼り付け部分
 のボディーコートを除去して下さい。

マスキングテープ

①リヤスカート

プライマー塗布範囲

M

M

・M-M 断面図

①リヤスカート

リヤバンパー

スペーサー
マスキング

テープ

・P-P 断面図

リヤバンパー

マスキング
テープ

プライマー塗布範囲(15mm)

P

P
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③タッピング
　スクリュー
　(仮止め)

矢視 S

R

R

リヤスカート
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アドバイス

・離型紙が途中で切れない様に、スポイラー
　を少し浮かせながら離型紙を引き抜いて
　下さい。
・両面テープの圧着は、500kPa(5kgf/c㎡)
  程度の力で行って下さい。

5.両面テープ離型紙を　～　の順に引き抜きな
　がら圧着する。　(図７参照)
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＜図７＞

1.①リヤスカートを、仮当て時と同様の手順で
　車両に仮当てする。

6.全てのマスキングテープと⑤位置出しシール
　を剥がす。

3.②タッピングスクリュー(M4×12)で仮締めを
　する。
　（図７ 矢視S 参照）

4.③タッピングスクリュー(M5×16)で仮締めを
　する。
　（図７参照）

アドバイス

・モールの巻き込みに注意して取り付けを
　行って下さい。

2.④スピードナットを取り付ける。

・矢視 S リヤ
バンパー

①リヤ
　スカート

②タッピング
　スクリュー
　(仮止め)

リヤバンパー

・表面

・裏面

Ⅳ.取り付け準備

＜図６＞

1.①リヤスカートの両面テープ離型紙を少し剥
　がし、表側へ折り返してマスキングテープで
　仮固定する。（図６参照）

Q

・Q部 拡大図

離型紙を少し剥がす

圧着する際、バンパー下部から裏面に
手を入れ、挟み込むように圧着する。

・R-R 断面図 

※車両中央部を圧着する際、車両フレ
　ームではなく、バンパーを押してく
　ださい。

　リヤバンパー

①リヤスカート

　車両
　フレーム

・  部 拡大図

＜図７＞

・M-M 断面図

A

B
A部圧着後、
B部も押して
圧着する。

Ⅴ.取り付け

③タッピングスクリュー(仮止め)
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矢視 L

M

M

圧着範囲

・矢視 L

リヤ
バンパー

①リヤ
　スカート

②タッピング
　スクリュー
　(仮止め)

M

M
　斜線部：A・B部範囲
（M-M 断面図 1参照）

R’

6

Ⅵ.マフラーエクステンションの取り付け

＜図８＞

＜図９＞

6.①リヤスカートの浮き、剥がれが無いことを
　確認し、両面テープ貼り付け後、３時間以上
　放置し再圧着する。

7.仮締めしていたタッピングスクリューを全て
  本締めをして、取り付け作業終了です。

※以下の工程よりマフラーエクステンションの
　取付説明となります。

1.車両マフラーの出口後端下側から、左図の位
  置にマスキングテープでマーキングする。
　（図８参照）

2.⑥マフラーエクステンションをマーキングの
  位置に合わせて差し込む。(図９参照)

3.リヤバンパー及び①リヤスカートに干渉して
  いないことを確認後、⑥マフラーエクステン
  ションのロックナットを均等に回して締め付
  け仮止めする。

4.リヤバンパーとのクリアランス及び上下左右
  のバランスを確認しながら、仮止め部を本締
  めする。
  ※締め付けはトルクレンチで確実に行ってく
  ださい。【締め付けトルク：6.0N・m】

5.マスキングテープを剥がす。

・マフラーエクステンションの本締めをする
  際は、純正マフラーをサポートゴムから一
  旦取外すと、作業がしやすくなります。

アドバイス

アドバイス

・車両マフラーが確実に冷めている事を確認
　してから作業を行ってください。

(43mm)

(43mm)

67mm以上

リヤバンパー(破線)

①リヤスカート

※⑥マフラーエクステンション
　とリヤバンパーで計測する。

・リヤ正面図

⑥マフラーエクステンション

67mm以上

リヤバンパー

マスキングテープ

車両マフラー

マフラー延長パイプ

・真下から見た状態

マスキングテープ

マスキングテープ

・サイド断面図

均等に回して締め付ける

車両マフラー

株式会社トヨタカスタマイジング&ディベロップメント
http://www.modellista.co.jp

「お問合せ先」
モデリスタコールセンター　TEL　050‐3161‐1000
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 斜線部、A・B圧着範囲
（　部拡大図 参照）

・必ず＜リヤスカート 取付要領書 追補版＞
　の指示通りに作業を行ってください。
　指示通り作業を行わないと、リヤスカート
　が車両に確実に取り付かない場合がありま
　す。

アドバイス

・離型紙が途中で切れない様に、スポイラー
　を少し浮かせながら離型紙を引き抜いて
　下さい。
・両面テープの圧着は、500kPa(5kgf/c㎡)
  程度の力で行って下さい。

①
リヤバンパー

A部圧着後、B部も押して圧着する。

※R-R 断面図のように、両手で挟み込
　んで圧着してください。

両面テープ

A

B

R’

R’

①材質：ABS　(未塗装品) 4

構成部品

リヤスカート素地品の塗装手順
No. 品　　名 個数
①

③

1リヤスカート

②

ブラックアウトテープ_LH

2

2

1

1

1

1

PACプライマー K500

取付要領書

マフラーガーニッシュ_LH

④

⑤

⑧

エンドモール(黒)

⑨

⑦

⑥

⑩

⑪

⑫

1.塗装面の汚れ、ゴミ、ホコリをウエスで取り除き、必ず脱脂を行う。

2.製品に貼り付けてある両面テープを全面マスキングする。
3.プライマー塗装を行う。
4.上塗り塗装を行う。
　注記：上塗り塗料はウレタン系をご使用下さい。
5.硬化
　注記：硬化温度は、成形樹脂の物性上、必ず60℃以下で硬化させて下さい。

Ⅰ.塗装作業

×1ヶ

⑭

タッピングスクリュー(M5×16)

タッピングスクリュー(M4×12)

1

070 ホワイトパールクリスタルシャイン

1K0 メタルストリームメタリック

3T3

8T7

4U3

レッドマイカ

6W9 ラディアントグリーンメタリック

5A3 イエロー

ボ デ ィ ー 色 名 称
ボディー色
色番号

塗
り
分
け
推
奨
色

塗り分け部
推奨色

ブルーメタリック

ダークブラウンマイカメタリック

×1ヶ

⑫
取付要領書

×1ヶ

⑬

Ｋ500

④

×1ヶ

②

×4ヶ ×2ヶ

③

マフラーガーニッシュ_RH

ブラックアウトテープ_RH

1

1

艶消し黒

<209>

209 ブラックマイカ

スピードナット(M5)

⑬

⑦

7

1

マスキング用型紙シールLH/RH 1

×1ヶ

⑥

⑭

×1ヶ

⑧(材質ABS 金属調塗装済)

⑩ ⑪

⑤

×1ヶ ×1ヶ

×1ヶ ×1ヶ

×2ヶ

⑨(材質ABS 金属調塗装済)

1マフラーエクステンション

<209>
or

艶消し黒

・B-B 断面図

B

B

①リヤスカート

車両ボディー色

＜209＞or艶消し黒
A

・A部 拡大図

⑥型紙シール

塗装の塗り分けを行う際、⑥型紙シール
を使用して、マスキングを行って下さい＜図１＞

<209>

<209>

<209>

<209>

<209>

<209>

車体色

089 プラチナホワイトパールマイカ <209>

224 イナズマスパーキングブラックガラスフレーク <209>

⑭エンドモール貼付範囲

⑧マフラーガーニッシュ_LH

C

C

⑭エンドモール貼付範囲

⑭エンドモール貼付範囲

⑩ブラックアウトテープ_LH
①リヤスカート

段差まで

段差まで

離型紙
センターカット 折れまで

段差まで

両面テープ
3M RT8020 W10

(2.0mm 厚 10mm 幅 )

R エンドまで

Rエンドまで

Rエンドまで

Rエンドまで
Rエンドまで

※.補修キット両面テープ貼り位置

1.補修キットを使用して、①リヤスカートの再取付を行う際は、下図を参照に両面テープを選択し、
　貼り付けてください。

①リヤスカート

D

・D部 拡大図

両面テープ RT8020 W10

⑭エンドモール⑬プライマー
　　塗布範囲

Rエンドまで

Rエンドまで

8

＜図２＞

Ⅱ.プライマーの塗布とエンドモールの貼付

1.塗装終了後、⑧⑨マフラーガーニッシュの両面テープ貼り付け部、及び①リヤスカート本体の
　⑩⑪ブラックアウトテープ、⑭エンドモールを貼り付ける部分を脱脂し、⑬PACプライマーK500
　を塗布する。(図２参照)

2.⑩⑪ブラックアウトテープ及び、⑭エンドモールを①リヤスカート
  に取り付ける。(図１参照)

アドバイス

・プライマーは車両への取り付け時に再度使用します。

・揮発性が高いので、速やかに袋に戻し揮発を抑えて下さい。

・プライマー塗布部以外は必要に応じてマスキングをして下さい。

3.⑧⑨マフラーガーニッシュを①リヤスカートに取り付ける。

・C-C 断面図

①

⑧

⑩

※奥側をしっかり
  圧着して下さい

両面テープ

スポンジテープ

両面テープ

※奥側をしっかり
  圧着して下さい

2

1

1

構成部品 No. 品　　名 個数
①

③

1リヤスカート

② 4タッピングスクリュー (M4×12)

タッピングスクリュー (M5×16)

位置出しシール_LH/CTR/RH

1

④

⑤

⑥

⑦

×1ヶ

取付要領書

×1ヶ

⑥

Ｋ500

②

×4ヶ

④

×1ヶ×2ヶ

③ ⑤
スピードナット(M5)

⑦

2

×2ヶ PACプライマー K500

取付要領書⑧⑧ 1

マフラーエクステンション

×1ヶ LH RHCTR

位置出しシール_LH/CTR/RH



このたびは、モデリスタ商品をお買い上げ頂きましてありがとうございます。
本書は、リヤスカートの取付要領について記載してあります。
取り付け前に必ずお読み頂き、正しい取り付けを行なって下さい。　

1

リヤスカート　 　取付要領書
設定型式：DBA-NGX#0、DAA-ZYX1#　　設定グレード：全グレード 

C-HR　モデリスタバージョン 

アドバイス・・・この取付要領書では、スピーディーに安全な作業をして頂く上で知って
　　　　　　　　 おいて頂きたい事を左図マークで表示しております。

■リヤスカートが、車両に確実に貼り付けされているか点検して下さい。

■両面テープの全ての離型紙が剥がされ、確実に圧着されているか点検して下さい。

■取り付け完了後、リヤスカート及び車両部品に傷がついていないか点検して下さい。

■取り付け完了後、最低３時間は強い力をかけたり、雨等で濡れない様注意して下さい。

（両面テープの剥がれ、車両とリヤスカートとの間に隙間が発生するおそれがあります。）

取り付け完了後の点検・注意事項

取り付け上の注意事項

重要

重要

重要

39-TCD026-A10

　接着面をドライヤー等で温めてから貼り付け作業を行なって下さい。

■車両部品の取り外しに際して、紛失や混乱がない様に部品ごとに整理して、復元する際
　間違えない様配慮して下さい。また、部品に傷を付けたりしない様に取り扱いに注意し
　て作業を行なって下さい。
■本書で指示した部品以外は、取り外さない様注意して下さい。

■商品の仮合わせ時等においては、マスキングテープ等で車両側への傷付き防止策を行な
　った上で実施して下さい。
■リヤスカートを取り付ける部品の汚れ、ゴミ、ホコリをウエスで拭き取って下さい。

■本製品の取り付けは、２名で作業を行なって下さい。

■エンドモール（両面テープ付き）・両面テープを貼り付ける部分は、必ず脱脂して下さい。
　脱脂作業を怠ると両面テープを接着しても剥がれる場合があります。
■両面テープの接着力促進剤として、

必ず両面テープ用プライマーを塗って下さい。　（PACプライマーK500を本品に添付）
　プライマーの効力を発揮させる為、塗布後、常温で10分間以上放置し乾燥させて下さい。
■両面テープは、外気温が15℃以下になると接着力が低下しますので、両面テープ及び被

■両面テープのプライマーは、 特に塗装面を黄変させますので必ず塗装面をマスキング
　し、はみだしたプライマーは、アルコール等で拭き取って下さい。
■ボディーコートが塗布されている車両はボディーコートを剥離して下さい。
（必ずマスキングし、なるべく細かい番手で行なう。）ボディーコートが塗布されて

　いる車両は脱脂作業を行なっても、プライマーの接着力促進効果を充分に発揮できな
　い場合があります。ボディーコート除去後は、アルコール等で脱脂をきちんと行って
　下さい。
■両面テープの圧着を十分に行って下さい。500kPa（5kgf/c㎡）以上

■走行直後などはマフラーが高温の為、火傷のおそれがあり危険です。
　マフラーエクステンション装着の際は、マフラーが完全に冷えてから作業を行って下さい。

重要

2

品番　D2641-53710-**C-HR モデリスタバージョン リヤスカート

＜図１＞

①リヤスカート

リヤバンパー

取付概要

取　付　手　順
Ⅰ.取付位置出し

1.ロックストライカーのセンターを基準にして
　、リヤバンパーのセンター位置を出し、セン
　ター位置に⑤位置出しシール_LH/CTR/RHを貼
  り付ける。(図１参照)

⑤位置出しシール_CTR

ロックストライカー
のセンターを基準にする

・C部 拡大図

LH
RR

UP

A

⑤位置出し
  シール
　_CTR

・A-A 断面図

CL

C

傷付き防止の為、マスキングテープを貼る

2.傷付き防止の為、車両中央部のリヤフォグラ
  ンプ部分周辺をマスキングテープ等を使用し
  て保護する。⑤位置出しシール_LH

⑤位置出し
  シール_RH

⑤位置出し
  シール_LH

・B-B 断面図

　端末まで

B

B

430㎜

・リヤ正面図

※L側も同様

⑤位置出し
  シール_RH

⑤位置出し
  シール_CTR

　端末まで

①

LH RHCTR

1.ロックストライカーのセンターを基準にして
　、リヤバンパーのセンター位置を出し、セン
　ター位置に⑤位置出しシールAを貼り付け、
　両サイドに⑨⑩位置出しシールB_LH/RHを貼り
　付ける。(図１参照)

CL

A
B

AA

リヤバンパー

430㎜

※R側も同様

⑤位置出し
  シール
  _LH

⑤位置出し
  シール
  _CTR

CL

・リヤ正面図

※R側も同様

⑤位置出し
  シール
　_RH

3

＜図２＞

1.①リヤスカートのエンドモール上端を⑤位置
　出しテープ_LH/CTR/RHに合わせ、左図要領でリ
  ヤバンパーに仮当てする。
　(図２参照)

　その際、脱落防止のため、マスキングテープ
  等で仮固定する。

2.①リヤスカート側面上部をリヤバンパーに押
　し当て、タイヤハウス部の穴位置をリヤバン
　パー側にマーキングする。
　（図２ 矢視D 参照）

3.④スピードナットをブラケット位置に合わせ
　てリヤバンパー下面にはめる。
　(図２ G’　　　　 　　)

Ⅱ.リヤスカートの仮当て

マスキングテープ

マスキングテープ

①リヤスカート

4.①リヤスカートの金属ブラケットを④スピー
　ドナットに突き当てて、位置をリヤバンパー
　側にマーキングする。

 部 拡大図 参照

矢視 D

矢
視
 
F

CL

・矢視 F （ブラケット穴位置寸法）

270mm 270mm

①リヤスカート

リヤバンパー
G

7
m
m

・G部 拡大図

①リヤスカート

リヤバンパー

・G’部 拡大図

リヤバンパー

①リヤスカート
④スピード
　ナット

・矢視 C

リヤバンパー

オーバーフェンダー
端末から(35mm)

モールと車両意匠ラインとの隙をL/R
均等になるように位置決めをする。

・E-E 断面図

E

①リヤスカート

リヤバンパー

スペーサー

突き当て

・矢視 D

リヤバンパー

・K部 拡大図

K

オ
ー
バ
ー
　

フ
ェ
ン
ダ
ー

端
末
か
ら
　

1
7
m
m

①リヤ
　スカート

D

・H-H 断面図（J－J 断面も同様）

・L-L 断面図

①リヤスカート エンドモール

リヤバンパー

H

⑤位置出しシール_CTR

①リヤスカート

エンドモール上端を
⑤位置出しシール_LH
に合わせる

⑤位置出しシール_LH

エンドモール

リヤバンパー

エンドモール上端を
⑤位置出しシール_CTR
に合わせる

①リヤスカート

G’

牽引フック
カバー

EE

L

L

J

J

H

1.両面テープ貼り付け部（図５斜線部）を脱脂し
　⑦K500 PACプライマーを塗布する。

＜図５＞

＜図３＞

＜図４＞

は特に塗装面を黄変さ

・ 塗布後は、常温で10分

4

5.マスキングテープを①リヤスカートのエンド
　モール上端と下面スペーサー部周辺に合わせ
　て貼り付ける。（図３参照）

6.①リヤスカートと④スピードナットを取り外
　す。

Ⅲ.プライマーの塗布

・矢視 N

リヤバンパー

マーキング位置に合わせて、
φ3.3 穴あけをする

矢
視
 
N

7.リヤバンパー下面及び、タイヤハウス部のマ
　ーキング位置に穴開けをする。
　(図４参照)

アドバイス

・下穴を開ける際は、穴の中心を狙い、ケガ
　キ針又は、画鋲を用いて行なって下さい。

マーキング位置に合わせて、
φ5 穴あけをする

アドバイス

・PACプライマーK500
 せますので、マスキングするか、はみ出し
 たプライマーは、アルコール等で拭き取っ
 て下さい。
PACプライマーK500

 間以上放置し乾燥させて下さい。

・ボディーコート処理されている車両は、
 マスキングをして両面テープ貼り付け部分
 のボディーコートを除去して下さい。

マスキングテープ

①リヤスカート

プライマー塗布範囲

M

M

・M-M 断面図

①リヤスカート

リヤバンパー

スペーサー
マスキング

テープ

・P-P 断面図

リヤバンパー

マスキング
テープ

プライマー塗布範囲(15mm)

P

P

株式会社トヨタカスタマイジング&ディベロップメント
http://www.modellista.co.jp

「お問合せ先」
モデリスタコールセンター　TEL　050‐3161‐1000

③タッピング
　スクリュー
　(仮止め)

矢視 S

R

R

リヤスカート

5

アドバイス

・離型紙が途中で切れない様に、スポイラー
　を少し浮かせながら離型紙を引き抜いて
　下さい。
・両面テープの圧着は、500kPa(5kgf/c㎡)
  程度の力で行って下さい。

5.両面テープ離型紙を　～　の順に引き抜きな
　がら圧着する。　(図７参照)

1 7

＜図７＞

1.①リヤスカートを、仮当て時と同様の手順で
　車両に仮当てする。

6.全てのマスキングテープと⑤位置出しシール
　を剥がす。

3.②タッピングスクリュー(M4×12)で仮締めを
　する。
　（図７ 矢視S 参照）

4.③タッピングスクリュー(M5×16)で仮締めを
　する。
　（図７参照）

アドバイス

・モールの巻き込みに注意して取り付けを
　行って下さい。

2.④スピードナットを取り付ける。

・矢視 S リヤ
バンパー

①リヤ
　スカート

②タッピング
　スクリュー
　(仮止め)

リヤバンパー

・表面

・裏面

Ⅳ.取り付け準備

＜図６＞

1.①リヤスカートの両面テープ離型紙を少し剥
　がし、表側へ折り返してマスキングテープで
　仮固定する。（図６参照）

Q

・Q部 拡大図

離型紙を少し剥がす

圧着する際、バンパー下部から裏面に
手を入れ、挟み込むように圧着する。

・R-R 断面図 

※車両中央部を圧着する際、車両フレ
　ームではなく、バンパーを押してく
　ださい。

　リヤバンパー

①リヤスカート

　車両
　フレーム

・  部 拡大図

＜図７＞

・M-M 断面図

A

B
A部圧着後、
B部も押して
圧着する。

Ⅴ.取り付け

③タッピングスクリュー(仮止め)

11

2 23
4

5

7

6

3 4

矢視 L

M

M

圧着範囲

・矢視 L

リヤ
バンパー

①リヤ
　スカート

②タッピング
　スクリュー
　(仮止め)

M

M
　斜線部：A・B部範囲
（M-M 断面図 1参照）

R’

6

Ⅵ.マフラーエクステンションの取り付け

＜図８＞

＜図９＞

6.①リヤスカートの浮き、剥がれが無いことを
　確認し、両面テープ貼り付け後、３時間以上
　放置し再圧着する。

7.仮締めしていたタッピングスクリューを全て
  本締めをして、取り付け作業終了です。

※以下の工程よりマフラーエクステンションの
　取付説明となります。

1.車両マフラーの出口後端下側から、左図の位
  置にマスキングテープでマーキングする。
　（図８参照）

2.⑥マフラーエクステンションをマーキングの
  位置に合わせて差し込む。(図９参照)

3.リヤバンパー及び①リヤスカートに干渉して
  いないことを確認後、⑥マフラーエクステン
  ションのロックナットを均等に回して締め付
  け仮止めする。

4.リヤバンパーとのクリアランス及び上下左右
  のバランスを確認しながら、仮止め部を本締
  めする。
  ※締め付けはトルクレンチで確実に行ってく
  ださい。【締め付けトルク：6.0N・m】

5.マスキングテープを剥がす。

・マフラーエクステンションの本締めをする
  際は、純正マフラーをサポートゴムから一
  旦取外すと、作業がしやすくなります。

アドバイス

アドバイス

・車両マフラーが確実に冷めている事を確認
　してから作業を行ってください。

(43mm)

(43mm)

67mm以上

リヤバンパー(破線)

①リヤスカート

※⑥マフラーエクステンション
　とリヤバンパーで計測する。

・リヤ正面図

⑥マフラーエクステンション

67mm以上

リヤバンパー

マスキングテープ

車両マフラー

マフラー延長パイプ

・真下から見た状態

マスキングテープ

マスキングテープ

・サイド断面図

均等に回して締め付ける

車両マフラー

株式会社トヨタカスタマイジング&ディベロップメント
http://www.modellista.co.jp

「お問合せ先」
モデリスタコールセンター　TEL　050‐3161‐1000
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2 23
4

5

7

6

3 4

 斜線部、A・B圧着範囲
（　部拡大図 参照）

・必ず＜リヤスカート 取付要領書 追補版＞
　の指示通りに作業を行ってください。
　指示通り作業を行わないと、リヤスカート
　が車両に確実に取り付かない場合がありま
　す。

アドバイス

・離型紙が途中で切れない様に、スポイラー
　を少し浮かせながら離型紙を引き抜いて
　下さい。
・両面テープの圧着は、500kPa(5kgf/c㎡)
  程度の力で行って下さい。

①
リヤバンパー

A部圧着後、B部も押して圧着する。

※R-R 断面図のように、両手で挟み込
　んで圧着してください。

両面テープ

A

B

R’

R’

①材質：ABS　(未塗装品) 4

構成部品

リヤスカート素地品の塗装手順
No. 品　　名 個数
①

③

1リヤスカート

②

ブラックアウトテープ_LH

2

2

1

1

1

1

PACプライマー K500

取付要領書

マフラーガーニッシュ_LH

④

⑤

⑧

エンドモール(黒)

⑨

⑦

⑥

⑩

⑪

⑫

1.塗装面の汚れ、ゴミ、ホコリをウエスで取り除き、必ず脱脂を行う。

2.製品に貼り付けてある両面テープを全面マスキングする。
3.プライマー塗装を行う。
4.上塗り塗装を行う。
　注記：上塗り塗料はウレタン系をご使用下さい。
5.硬化
　注記：硬化温度は、成形樹脂の物性上、必ず60℃以下で硬化させて下さい。

Ⅰ.塗装作業

×1ヶ

⑭

タッピングスクリュー(M5×16)

タッピングスクリュー(M4×12)

1

070 ホワイトパールクリスタルシャイン

1K0 メタルストリームメタリック

3T3

8T7

4U3

レッドマイカ

6W9 ラディアントグリーンメタリック

5A3 イエロー

ボ デ ィ ー 色 名 称
ボディー色
色番号

塗
り
分
け
推
奨
色

塗り分け部
推奨色

ブルーメタリック

ダークブラウンマイカメタリック

×1ヶ

⑫
取付要領書

×1ヶ

⑬

Ｋ500

④

×1ヶ

②

×4ヶ ×2ヶ

③

マフラーガーニッシュ_RH

ブラックアウトテープ_RH

1

1

艶消し黒

<209>

209 ブラックマイカ

スピードナット(M5)

⑬

⑦

7

1

マスキング用型紙シールLH/RH 1

×1ヶ

⑥

⑭

×1ヶ

⑧(材質ABS 金属調塗装済)

⑩ ⑪

⑤

×1ヶ ×1ヶ

×1ヶ ×1ヶ

×2ヶ

⑨(材質ABS 金属調塗装済)

1マフラーエクステンション

<209>
or

艶消し黒

・B-B 断面図

B

B

①リヤスカート

車両ボディー色

＜209＞or艶消し黒
A

・A部 拡大図

⑥型紙シール

塗装の塗り分けを行う際、⑥型紙シール
を使用して、マスキングを行って下さい＜図１＞

<209>

<209>

<209>

<209>

<209>

<209>

車体色

089 プラチナホワイトパールマイカ <209>

224 イナズマスパーキングブラックガラスフレーク <209>

⑭エンドモール貼付範囲

⑧マフラーガーニッシュ_LH

C

C

⑭エンドモール貼付範囲

⑭エンドモール貼付範囲

⑩ブラックアウトテープ_LH
①リヤスカート

段差まで

段差まで

離型紙
センターカット 折れまで

段差まで

両面テープ
3M RT8020 W10

(2.0mm 厚 10mm 幅 )

R エンドまで

Rエンドまで

Rエンドまで

Rエンドまで
Rエンドまで

※.補修キット両面テープ貼り位置

1.補修キットを使用して、①リヤスカートの再取付を行う際は、下図を参照に両面テープを選択し、
　貼り付けてください。

①リヤスカート

D

・D部 拡大図

両面テープ RT8020 W10

⑭エンドモール⑬プライマー
　　塗布範囲

Rエンドまで

Rエンドまで

8

＜図２＞

Ⅱ.プライマーの塗布とエンドモールの貼付

1.塗装終了後、⑧⑨マフラーガーニッシュの両面テープ貼り付け部、及び①リヤスカート本体の
　⑩⑪ブラックアウトテープ、⑭エンドモールを貼り付ける部分を脱脂し、⑬PACプライマーK500
　を塗布する。(図２参照)

2.⑩⑪ブラックアウトテープ及び、⑭エンドモールを①リヤスカート
  に取り付ける。(図１参照)

アドバイス

・プライマーは車両への取り付け時に再度使用します。

・揮発性が高いので、速やかに袋に戻し揮発を抑えて下さい。

・プライマー塗布部以外は必要に応じてマスキングをして下さい。

3.⑧⑨マフラーガーニッシュを①リヤスカートに取り付ける。

・C-C 断面図

①

⑧

⑩

※奥側をしっかり
  圧着して下さい

両面テープ

スポンジテープ

両面テープ

※奥側をしっかり
  圧着して下さい

2

1

1

構成部品 No. 品　　名 個数
①

③

1リヤスカート

② 4タッピングスクリュー (M4×12)

タッピングスクリュー (M5×16)

位置出しシール_LH/CTR/RH

1

④

⑤

⑥

⑦

×1ヶ

取付要領書

×1ヶ

⑥

Ｋ500

②

×4ヶ

④

×1ヶ×2ヶ

③ ⑤
スピードナット(M5)

⑦

2

×2ヶ PACプライマー K500

取付要領書⑧⑧ 1

マフラーエクステンション

×1ヶ LH RHCTR

位置出しシール_LH/CTR/RH



このたびは、モデリスタ商品をお買い上げ頂きましてありがとうございます。
本書は、リヤスカートの取付要領について記載してあります。
取り付け前に必ずお読み頂き、正しい取り付けを行なって下さい。　

1

リヤスカート　 　取付要領書
設定型式：DBA-NGX#0、DAA-ZYX1#　　設定グレード：全グレード 

C-HR　モデリスタバージョン 

アドバイス・・・この取付要領書では、スピーディーに安全な作業をして頂く上で知って
　　　　　　　　 おいて頂きたい事を左図マークで表示しております。

■リヤスカートが、車両に確実に貼り付けされているか点検して下さい。

■両面テープの全ての離型紙が剥がされ、確実に圧着されているか点検して下さい。

■取り付け完了後、リヤスカート及び車両部品に傷がついていないか点検して下さい。

■取り付け完了後、最低３時間は強い力をかけたり、雨等で濡れない様注意して下さい。

（両面テープの剥がれ、車両とリヤスカートとの間に隙間が発生するおそれがあります。）

取り付け完了後の点検・注意事項

取り付け上の注意事項

重要

重要

重要

39-TCD026-A10

　接着面をドライヤー等で温めてから貼り付け作業を行なって下さい。

■車両部品の取り外しに際して、紛失や混乱がない様に部品ごとに整理して、復元する際
　間違えない様配慮して下さい。また、部品に傷を付けたりしない様に取り扱いに注意し
　て作業を行なって下さい。
■本書で指示した部品以外は、取り外さない様注意して下さい。

■商品の仮合わせ時等においては、マスキングテープ等で車両側への傷付き防止策を行な
　った上で実施して下さい。
■リヤスカートを取り付ける部品の汚れ、ゴミ、ホコリをウエスで拭き取って下さい。

■本製品の取り付けは、２名で作業を行なって下さい。

■エンドモール（両面テープ付き）・両面テープを貼り付ける部分は、必ず脱脂して下さい。
　脱脂作業を怠ると両面テープを接着しても剥がれる場合があります。
■両面テープの接着力促進剤として、

必ず両面テープ用プライマーを塗って下さい。　（PACプライマーK500を本品に添付）
　プライマーの効力を発揮させる為、塗布後、常温で10分間以上放置し乾燥させて下さい。
■両面テープは、外気温が15℃以下になると接着力が低下しますので、両面テープ及び被

■両面テープのプライマーは、 特に塗装面を黄変させますので必ず塗装面をマスキング
　し、はみだしたプライマーは、アルコール等で拭き取って下さい。
■ボディーコートが塗布されている車両はボディーコートを剥離して下さい。
（必ずマスキングし、なるべく細かい番手で行なう。）ボディーコートが塗布されて

　いる車両は脱脂作業を行なっても、プライマーの接着力促進効果を充分に発揮できな
　い場合があります。ボディーコート除去後は、アルコール等で脱脂をきちんと行って
　下さい。
■両面テープの圧着を十分に行って下さい。500kPa（5kgf/c㎡）以上

■走行直後などはマフラーが高温の為、火傷のおそれがあり危険です。
　マフラーエクステンション装着の際は、マフラーが完全に冷えてから作業を行って下さい。

重要

2

品番　D2641-53710-**C-HR モデリスタバージョン リヤスカート

＜図１＞

①リヤスカート

リヤバンパー

取付概要

取　付　手　順
Ⅰ.取付位置出し

1.ロックストライカーのセンターを基準にして
　、リヤバンパーのセンター位置を出し、セン
　ター位置に⑤位置出しシール_LH/CTR/RHを貼
  り付ける。(図１参照)

⑤位置出しシール_CTR

ロックストライカー
のセンターを基準にする

・C部 拡大図

LH
RR

UP

A

⑤位置出し
  シール
　_CTR

・A-A 断面図

CL

C

傷付き防止の為、マスキングテープを貼る

2.傷付き防止の為、車両中央部のリヤフォグラ
  ンプ部分周辺をマスキングテープ等を使用し
  て保護する。⑤位置出しシール_LH

⑤位置出し
  シール_RH

⑤位置出し
  シール_LH

・B-B 断面図

　端末まで

B

B

430㎜

・リヤ正面図

※L側も同様

⑤位置出し
  シール_RH

⑤位置出し
  シール_CTR

　端末まで

①

LH RHCTR

1.ロックストライカーのセンターを基準にして
　、リヤバンパーのセンター位置を出し、セン
　ター位置に⑤位置出しシールAを貼り付け、
　両サイドに⑨⑩位置出しシールB_LH/RHを貼り
　付ける。(図１参照)

CL

A
B

AA

リヤバンパー

430㎜

※R側も同様

⑤位置出し
  シール
  _LH

⑤位置出し
  シール
  _CTR

CL

・リヤ正面図

※R側も同様

⑤位置出し
  シール
　_RH

3

＜図２＞

1.①リヤスカートのエンドモール上端を⑤位置
　出しテープ_LH/CTR/RHに合わせ、左図要領でリ
  ヤバンパーに仮当てする。
　(図２参照)

　その際、脱落防止のため、マスキングテープ
  等で仮固定する。

2.①リヤスカート側面上部をリヤバンパーに押
　し当て、タイヤハウス部の穴位置をリヤバン
　パー側にマーキングする。
　（図２ 矢視D 参照）

3.④スピードナットをブラケット位置に合わせ
　てリヤバンパー下面にはめる。
　(図２ G’　　　　 　　)

Ⅱ.リヤスカートの仮当て

マスキングテープ

マスキングテープ

①リヤスカート

4.①リヤスカートの金属ブラケットを④スピー
　ドナットに突き当てて、位置をリヤバンパー
　側にマーキングする。

 部 拡大図 参照

矢視 D

矢
視
 
F

CL

・矢視 F （ブラケット穴位置寸法）

270mm 270mm

①リヤスカート

リヤバンパー
G

7
m
m

・G部 拡大図

①リヤスカート

リヤバンパー

・G’部 拡大図

リヤバンパー

①リヤスカート
④スピード
　ナット

・矢視 C

リヤバンパー

オーバーフェンダー
端末から(35mm)

モールと車両意匠ラインとの隙をL/R
均等になるように位置決めをする。

・E-E 断面図

E

①リヤスカート

リヤバンパー

スペーサー

突き当て

・矢視 D

リヤバンパー

・K部 拡大図

K

オ
ー
バ
ー
　

フ
ェ
ン
ダ
ー

端
末
か
ら
　

1
7
m
m

①リヤ
　スカート

D

・H-H 断面図（J－J 断面も同様）

・L-L 断面図

①リヤスカート エンドモール

リヤバンパー

H

⑤位置出しシール_CTR

①リヤスカート

エンドモール上端を
⑤位置出しシール_LH
に合わせる

⑤位置出しシール_LH

エンドモール

リヤバンパー

エンドモール上端を
⑤位置出しシール_CTR
に合わせる

①リヤスカート

G’

牽引フック
カバー

EE

L

L

J

J

H

1.両面テープ貼り付け部（図５斜線部）を脱脂し
　⑦K500 PACプライマーを塗布する。

＜図５＞

＜図３＞

＜図４＞

は特に塗装面を黄変さ

・ 塗布後は、常温で10分

4

5.マスキングテープを①リヤスカートのエンド
　モール上端と下面スペーサー部周辺に合わせ
　て貼り付ける。（図３参照）

6.①リヤスカートと④スピードナットを取り外
　す。

Ⅲ.プライマーの塗布

・矢視 N

リヤバンパー

マーキング位置に合わせて、
φ3.3 穴あけをする

矢
視
 
N

7.リヤバンパー下面及び、タイヤハウス部のマ
　ーキング位置に穴開けをする。
　(図４参照)

アドバイス

・下穴を開ける際は、穴の中心を狙い、ケガ
　キ針又は、画鋲を用いて行なって下さい。

マーキング位置に合わせて、
φ5 穴あけをする

アドバイス

・PACプライマーK500
 せますので、マスキングするか、はみ出し
 たプライマーは、アルコール等で拭き取っ
 て下さい。
PACプライマーK500

 間以上放置し乾燥させて下さい。

・ボディーコート処理されている車両は、
 マスキングをして両面テープ貼り付け部分
 のボディーコートを除去して下さい。

マスキングテープ

①リヤスカート

プライマー塗布範囲

M

M

・M-M 断面図

①リヤスカート

リヤバンパー

スペーサー
マスキング
テープ

・P-P 断面図

リヤバンパー

マスキング
テープ

プライマー塗布範囲(15mm)

P

P

株式会社トヨタカスタマイジング&ディベロップメント
http://www.modellista.co.jp

「お問合せ先」
モデリスタコールセンター　TEL　050‐3161‐1000

③タッピング
　スクリュー
　(仮止め)

矢視 S

R

R

リヤスカート

5

アドバイス

・離型紙が途中で切れない様に、スポイラー
　を少し浮かせながら離型紙を引き抜いて
　下さい。
・両面テープの圧着は、500kPa(5kgf/c㎡)
  程度の力で行って下さい。

5.両面テープ離型紙を　～　の順に引き抜きな
　がら圧着する。　(図７参照)

1 7

＜図７＞

1.①リヤスカートを、仮当て時と同様の手順で
　車両に仮当てする。

6.全てのマスキングテープと⑤位置出しシール
　を剥がす。

3.②タッピングスクリュー(M4×12)で仮締めを
　する。
　（図７ 矢視S 参照）

4.③タッピングスクリュー(M5×16)で仮締めを
　する。
　（図７参照）

アドバイス

・モールの巻き込みに注意して取り付けを
　行って下さい。

2.④スピードナットを取り付ける。

・矢視 S リヤ
バンパー

①リヤ
　スカート

②タッピング
　スクリュー
　(仮止め)

リヤバンパー

・表面

・裏面

Ⅳ.取り付け準備

＜図６＞

1.①リヤスカートの両面テープ離型紙を少し剥
　がし、表側へ折り返してマスキングテープで
　仮固定する。（図６参照）

Q

・Q部 拡大図

離型紙を少し剥がす

圧着する際、バンパー下部から裏面に
手を入れ、挟み込むように圧着する。

・R-R 断面図 

※車両中央部を圧着する際、車両フレ
　ームではなく、バンパーを押してく
　ださい。

　リヤバンパー

①リヤスカート

　車両
　フレーム

・  部 拡大図

＜図７＞

・M-M 断面図

A

B
A部圧着後、
B部も押して
圧着する。

Ⅴ.取り付け

③タッピングスクリュー(仮止め)

11

2 23
4

5

7

6

3 4

矢視 L

M

M

圧着範囲

・矢視 L

リヤ
バンパー

①リヤ
　スカート

②タッピング
　スクリュー
　(仮止め)

M

M
　斜線部：A・B部範囲
（M-M 断面図 1参照）

R’

6

Ⅵ.マフラーエクステンションの取り付け

＜図８＞

＜図９＞

6.①リヤスカートの浮き、剥がれが無いことを
　確認し、両面テープ貼り付け後、３時間以上
　放置し再圧着する。

7.仮締めしていたタッピングスクリューを全て
  本締めをして、取り付け作業終了です。

※以下の工程よりマフラーエクステンションの
　取付説明となります。

1.車両マフラーの出口後端下側から、左図の位
  置にマスキングテープでマーキングする。
　（図８参照）

2.⑥マフラーエクステンションをマーキングの
  位置に合わせて差し込む。(図９参照)

3.リヤバンパー及び①リヤスカートに干渉して
  いないことを確認後、⑥マフラーエクステン
  ションのロックナットを均等に回して締め付
  け仮止めする。

4.リヤバンパーとのクリアランス及び上下左右
  のバランスを確認しながら、仮止め部を本締
  めする。
  ※締め付けはトルクレンチで確実に行ってく
  ださい。【締め付けトルク：6.0N・m】

5.マスキングテープを剥がす。

・マフラーエクステンションの本締めをする
  際は、純正マフラーをサポートゴムから一
  旦取外すと、作業がしやすくなります。

アドバイス

アドバイス

・車両マフラーが確実に冷めている事を確認
　してから作業を行ってください。

(43mm)

(43mm)

67mm以上

リヤバンパー(破線)

①リヤスカート

※⑥マフラーエクステンション
　とリヤバンパーで計測する。

・リヤ正面図

⑥マフラーエクステンション

67mm以上

リヤバンパー

マスキングテープ

車両マフラー

マフラー延長パイプ

・真下から見た状態

マスキングテープ

マスキングテープ

・サイド断面図

均等に回して締め付ける

車両マフラー

株式会社トヨタカスタマイジング&ディベロップメント
http://www.modellista.co.jp

「お問合せ先」
モデリスタコールセンター　TEL　050‐3161‐1000
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2 23
4

5

7

6

3 4

 斜線部、A・B圧着範囲
（　部拡大図 参照）

・必ず＜リヤスカート 取付要領書 追補版＞
　の指示通りに作業を行ってください。
　指示通り作業を行わないと、リヤスカート
　が車両に確実に取り付かない場合がありま
　す。

アドバイス

・離型紙が途中で切れない様に、スポイラー
　を少し浮かせながら離型紙を引き抜いて
　下さい。
・両面テープの圧着は、500kPa(5kgf/c㎡)
  程度の力で行って下さい。

①
リヤバンパー

A部圧着後、B部も押して圧着する。

※R-R 断面図のように、両手で挟み込
　んで圧着してください。

両面テープ

A

B

R’

R’

①材質：ABS　(未塗装品) 4

構成部品

リヤスカート素地品の塗装手順
No. 品　　名 個数
①

③

1リヤスカート

②

ブラックアウトテープ_LH

2

2

1

1

1

1

PACプライマー K500

取付要領書

マフラーガーニッシュ_LH

④

⑤

⑧

エンドモール(黒)

⑨

⑦

⑥

⑩

⑪

⑫

1.塗装面の汚れ、ゴミ、ホコリをウエスで取り除き、必ず脱脂を行う。

2.製品に貼り付けてある両面テープを全面マスキングする。
3.プライマー塗装を行う。
4.上塗り塗装を行う。
　注記：上塗り塗料はウレタン系をご使用下さい。
5.硬化
　注記：硬化温度は、成形樹脂の物性上、必ず60℃以下で硬化させて下さい。

Ⅰ.塗装作業

×1ヶ

⑭

タッピングスクリュー(M5×16)

タッピングスクリュー(M4×12)

1

070 ホワイトパールクリスタルシャイン

1K0 メタルストリームメタリック

3T3

8T7

4U3

レッドマイカ

6W9 ラディアントグリーンメタリック

5A3 イエロー

ボ デ ィ ー 色 名 称
ボディー色
色番号

塗
り
分
け
推
奨
色

塗り分け部
推奨色

ブルーメタリック

ダークブラウンマイカメタリック

×1ヶ

⑫
取付要領書

×1ヶ

⑬

Ｋ500

④

×1ヶ

②

×4ヶ ×2ヶ

③

マフラーガーニッシュ_RH

ブラックアウトテープ_RH

1

1

艶消し黒

<209>

209 ブラックマイカ

スピードナット(M5)

⑬

⑦

7

1

マスキング用型紙シールLH/RH 1

×1ヶ

⑥

⑭

×1ヶ

⑧(材質ABS 金属調塗装済)

⑩ ⑪

⑤

×1ヶ ×1ヶ

×1ヶ ×1ヶ

×2ヶ

⑨(材質ABS 金属調塗装済)

1マフラーエクステンション

<209>
or

艶消し黒

・B-B 断面図

B

B

①リヤスカート

車両ボディー色

＜209＞or艶消し黒
A

・A部 拡大図

⑥型紙シール

塗装の塗り分けを行う際、⑥型紙シール
を使用して、マスキングを行って下さい＜図１＞

<209>

<209>

<209>

<209>

<209>

<209>

車体色

089 プラチナホワイトパールマイカ <209>

224 イナズマスパーキングブラックガラスフレーク <209>

⑭エンドモール貼付範囲

⑧マフラーガーニッシュ_LH

C

C

⑭エンドモール貼付範囲

⑭エンドモール貼付範囲

⑩ブラックアウトテープ_LH
①リヤスカート

段差まで

段差まで

離型紙
センターカット 折れまで

段差まで

両面テープ
3M RT8020 W10

(2.0mm 厚 10mm 幅 )

R エンドまで

Rエンドまで

Rエンドまで

Rエンドまで
Rエンドまで

※.補修キット両面テープ貼り位置

1.補修キットを使用して、①リヤスカートの再取付を行う際は、下図を参照に両面テープを選択し、
　貼り付けてください。

①リヤスカート

D

・D部 拡大図

両面テープ RT8020 W10

⑭エンドモール⑬プライマー
　　塗布範囲

Rエンドまで

Rエンドまで

8

＜図２＞

Ⅱ.プライマーの塗布とエンドモールの貼付

1.塗装終了後、⑧⑨マフラーガーニッシュの両面テープ貼り付け部、及び①リヤスカート本体の
　⑩⑪ブラックアウトテープ、⑭エンドモールを貼り付ける部分を脱脂し、⑬PACプライマーK500
　を塗布する。(図２参照)

2.⑩⑪ブラックアウトテープ及び、⑭エンドモールを①リヤスカート
  に取り付ける。(図１参照)

アドバイス

・プライマーは車両への取り付け時に再度使用します。

・揮発性が高いので、速やかに袋に戻し揮発を抑えて下さい。

・プライマー塗布部以外は必要に応じてマスキングをして下さい。

3.⑧⑨マフラーガーニッシュを①リヤスカートに取り付ける。

・C-C 断面図

①

⑧

⑩

※奥側をしっかり
  圧着して下さい

両面テープ

スポンジテープ

両面テープ

※奥側をしっかり
  圧着して下さい

2

1

1

構成部品 No. 品　　名 個数
①

③

1リヤスカート

② 4タッピングスクリュー (M4×12)

タッピングスクリュー (M5×16)

位置出しシール_LH/CTR/RH

1

④

⑤

⑥

⑦

×1ヶ

取付要領書

×1ヶ

⑥

Ｋ500

②

×4ヶ

④

×1ヶ×2ヶ

③ ⑤
スピードナット(M5)

⑦

2

×2ヶ PACプライマー K500

取付要領書⑧⑧ 1

マフラーエクステンション

×1ヶ LH RHCTR

位置出しシール_LH/CTR/RH



このたびは、モデリスタ商品をお買い上げ頂きましてありがとうございます。
本書は、リヤスカートの取付要領について記載してあります。
取り付け前に必ずお読み頂き、正しい取り付けを行なって下さい。　

1

リヤスカート　 　取付要領書
設定型式：DBA-NGX#0、DAA-ZYX1#　　設定グレード：全グレード 

C-HR　モデリスタバージョン 

アドバイス・・・この取付要領書では、スピーディーに安全な作業をして頂く上で知って
　　　　　　　　 おいて頂きたい事を左図マークで表示しております。

■リヤスカートが、車両に確実に貼り付けされているか点検して下さい。

■両面テープの全ての離型紙が剥がされ、確実に圧着されているか点検して下さい。

■取り付け完了後、リヤスカート及び車両部品に傷がついていないか点検して下さい。

■取り付け完了後、最低３時間は強い力をかけたり、雨等で濡れない様注意して下さい。

（両面テープの剥がれ、車両とリヤスカートとの間に隙間が発生するおそれがあります。）

取り付け完了後の点検・注意事項

取り付け上の注意事項

重要

重要

重要

39-TCD026-A10

　接着面をドライヤー等で温めてから貼り付け作業を行なって下さい。

■車両部品の取り外しに際して、紛失や混乱がない様に部品ごとに整理して、復元する際
　間違えない様配慮して下さい。また、部品に傷を付けたりしない様に取り扱いに注意し
　て作業を行なって下さい。
■本書で指示した部品以外は、取り外さない様注意して下さい。

■商品の仮合わせ時等においては、マスキングテープ等で車両側への傷付き防止策を行な
　った上で実施して下さい。
■リヤスカートを取り付ける部品の汚れ、ゴミ、ホコリをウエスで拭き取って下さい。

■本製品の取り付けは、２名で作業を行なって下さい。

■エンドモール（両面テープ付き）・両面テープを貼り付ける部分は、必ず脱脂して下さい。
　脱脂作業を怠ると両面テープを接着しても剥がれる場合があります。
■両面テープの接着力促進剤として、

必ず両面テープ用プライマーを塗って下さい。　（PACプライマーK500を本品に添付）
　プライマーの効力を発揮させる為、塗布後、常温で10分間以上放置し乾燥させて下さい。
■両面テープは、外気温が15℃以下になると接着力が低下しますので、両面テープ及び被

■両面テープのプライマーは、 特に塗装面を黄変させますので必ず塗装面をマスキング
　し、はみだしたプライマーは、アルコール等で拭き取って下さい。
■ボディーコートが塗布されている車両はボディーコートを剥離して下さい。
（必ずマスキングし、なるべく細かい番手で行なう。）ボディーコートが塗布されて

　いる車両は脱脂作業を行なっても、プライマーの接着力促進効果を充分に発揮できな
　い場合があります。ボディーコート除去後は、アルコール等で脱脂をきちんと行って
　下さい。
■両面テープの圧着を十分に行って下さい。500kPa（5kgf/c㎡）以上

■走行直後などはマフラーが高温の為、火傷のおそれがあり危険です。
　マフラーエクステンション装着の際は、マフラーが完全に冷えてから作業を行って下さい。

重要

2

品番　D2641-53710-**C-HR モデリスタバージョン リヤスカート

＜図１＞

①リヤスカート

リヤバンパー

取付概要

取　付　手　順
Ⅰ.取付位置出し

1.ロックストライカーのセンターを基準にして
　、リヤバンパーのセンター位置を出し、セン
　ター位置に⑤位置出しシール_LH/CTR/RHを貼
  り付ける。(図１参照)

⑤位置出しシール_CTR

ロックストライカー
のセンターを基準にする

・C部 拡大図

LH
RR

UP

A

⑤位置出し
  シール
　_CTR

・A-A 断面図

CL

C

傷付き防止の為、マスキングテープを貼る

2.傷付き防止の為、車両中央部のリヤフォグラ
  ンプ部分周辺をマスキングテープ等を使用し
  て保護する。⑤位置出しシール_LH

⑤位置出し
  シール_RH

⑤位置出し
  シール_LH

・B-B 断面図

　端末まで

B

B

430㎜

・リヤ正面図

※L側も同様

⑤位置出し
  シール_RH

⑤位置出し
  シール_CTR

　端末まで

①

LH RHCTR

1.ロックストライカーのセンターを基準にして
　、リヤバンパーのセンター位置を出し、セン
　ター位置に⑤位置出しシールAを貼り付け、
　両サイドに⑨⑩位置出しシールB_LH/RHを貼り
　付ける。(図１参照)

CL

A
B

AA

リヤバンパー

430㎜

※R側も同様

⑤位置出し
  シール
  _LH

⑤位置出し
  シール
  _CTR

CL

・リヤ正面図

※R側も同様

⑤位置出し
  シール
　_RH

3

＜図２＞

1.①リヤスカートのエンドモール上端を⑤位置
　出しテープ_LH/CTR/RHに合わせ、左図要領でリ
  ヤバンパーに仮当てする。
　(図２参照)

　その際、脱落防止のため、マスキングテープ
  等で仮固定する。

2.①リヤスカート側面上部をリヤバンパーに押
　し当て、タイヤハウス部の穴位置をリヤバン
　パー側にマーキングする。
　（図２ 矢視D 参照）

3.④スピードナットをブラケット位置に合わせ
　てリヤバンパー下面にはめる。
　(図２ G’　　　　 　　)

Ⅱ.リヤスカートの仮当て

マスキングテープ

マスキングテープ

①リヤスカート

4.①リヤスカートの金属ブラケットを④スピー
　ドナットに突き当てて、位置をリヤバンパー
　側にマーキングする。

 部 拡大図 参照

矢視 D

矢
視
 
F

CL

・矢視 F （ブラケット穴位置寸法）

270mm 270mm

①リヤスカート

リヤバンパー
G

7
m
m

・G部 拡大図

①リヤスカート

リヤバンパー

・G’部 拡大図

リヤバンパー

①リヤスカート
④スピード
　ナット

・矢視 C

リヤバンパー

オーバーフェンダー
端末から(35mm)

モールと車両意匠ラインとの隙をL/R
均等になるように位置決めをする。

・E-E 断面図

E

①リヤスカート

リヤバンパー

スペーサー

突き当て

・矢視 D

リヤバンパー

・K部 拡大図

K

オ
ー
バ
ー
　

フ
ェ
ン
ダ
ー

端
末
か
ら
　

1
7
m
m

①リヤ
　スカート

D

・H-H 断面図（J－J 断面も同様）

・L-L 断面図

①リヤスカート エンドモール

リヤバンパー

H

⑤位置出しシール_CTR

①リヤスカート

エンドモール上端を
⑤位置出しシール_LH
に合わせる

⑤位置出しシール_LH

エンドモール

リヤバンパー

エンドモール上端を
⑤位置出しシール_CTR
に合わせる

①リヤスカート

G’

牽引フック
カバー

EE

L

L

J

J

H

1.両面テープ貼り付け部（図５斜線部）を脱脂し
　⑦K500 PACプライマーを塗布する。

＜図５＞

＜図３＞

＜図４＞

は特に塗装面を黄変さ

・ 塗布後は、常温で10分

4

5.マスキングテープを①リヤスカートのエンド
　モール上端と下面スペーサー部周辺に合わせ
　て貼り付ける。（図３参照）

6.①リヤスカートと④スピードナットを取り外
　す。

Ⅲ.プライマーの塗布

・矢視 N

リヤバンパー

マーキング位置に合わせて、
φ3.3 穴あけをする

矢
視
 
N

7.リヤバンパー下面及び、タイヤハウス部のマ
　ーキング位置に穴開けをする。
　(図４参照)

アドバイス

・下穴を開ける際は、穴の中心を狙い、ケガ
　キ針又は、画鋲を用いて行なって下さい。

マーキング位置に合わせて、
φ5 穴あけをする

アドバイス

・PACプライマーK500
 せますので、マスキングするか、はみ出し
 たプライマーは、アルコール等で拭き取っ
 て下さい。
PACプライマーK500

 間以上放置し乾燥させて下さい。

・ボディーコート処理されている車両は、
 マスキングをして両面テープ貼り付け部分
 のボディーコートを除去して下さい。

マスキングテープ

①リヤスカート

プライマー塗布範囲

M

M

・M-M 断面図

①リヤスカート

リヤバンパー

スペーサー
マスキング
テープ

・P-P 断面図

リヤバンパー

マスキング
テープ

プライマー塗布範囲(15mm)

P

P

株式会社トヨタカスタマイジング&ディベロップメント
http://www.modellista.co.jp

「お問合せ先」
モデリスタコールセンター　TEL　050‐3161‐1000

③タッピング
　スクリュー
　(仮止め)

矢視 S

R

R

リヤスカート

5

アドバイス

・離型紙が途中で切れない様に、スポイラー
　を少し浮かせながら離型紙を引き抜いて
　下さい。
・両面テープの圧着は、500kPa(5kgf/c㎡)
  程度の力で行って下さい。

5.両面テープ離型紙を　～　の順に引き抜きな
　がら圧着する。　(図７参照)

1 7

＜図７＞

1.①リヤスカートを、仮当て時と同様の手順で
　車両に仮当てする。

6.全てのマスキングテープと⑤位置出しシール
　を剥がす。

3.②タッピングスクリュー(M4×12)で仮締めを
　する。
　（図７ 矢視S 参照）

4.③タッピングスクリュー(M5×16)で仮締めを
　する。
　（図７参照）

アドバイス

・モールの巻き込みに注意して取り付けを
　行って下さい。

2.④スピードナットを取り付ける。

・矢視 S リヤ
バンパー

①リヤ
　スカート

②タッピング
　スクリュー
　(仮止め)

リヤバンパー

・表面

・裏面

Ⅳ.取り付け準備

＜図６＞

1.①リヤスカートの両面テープ離型紙を少し剥
　がし、表側へ折り返してマスキングテープで
　仮固定する。（図６参照）

Q

・Q部 拡大図

離型紙を少し剥がす

圧着する際、バンパー下部から裏面に
手を入れ、挟み込むように圧着する。

・R-R 断面図 

※車両中央部を圧着する際、車両フレ
　ームではなく、バンパーを押してく
　ださい。

　リヤバンパー

①リヤスカート

　車両
　フレーム

・  部 拡大図

＜図７＞

・M-M 断面図

A

B
A部圧着後、
B部も押して
圧着する。

Ⅴ.取り付け

③タッピングスクリュー(仮止め)

11

2 23
4

5

7

6

3 4

矢視 L

M

M

圧着範囲

・矢視 L

リヤ
バンパー

①リヤ
　スカート

②タッピング
　スクリュー
　(仮止め)

M

M
　斜線部：A・B部範囲
（M-M 断面図 1参照）

R’

6

Ⅵ.マフラーエクステンションの取り付け

＜図８＞

＜図９＞

6.①リヤスカートの浮き、剥がれが無いことを
　確認し、両面テープ貼り付け後、３時間以上
　放置し再圧着する。

7.仮締めしていたタッピングスクリューを全て
  本締めをして、取り付け作業終了です。

※以下の工程よりマフラーエクステンションの
　取付説明となります。

1.車両マフラーの出口後端下側から、左図の位
  置にマスキングテープでマーキングする。
　（図８参照）

2.⑥マフラーエクステンションをマーキングの
  位置に合わせて差し込む。(図９参照)

3.リヤバンパー及び①リヤスカートに干渉して
  いないことを確認後、⑥マフラーエクステン
  ションのロックナットを均等に回して締め付
  け仮止めする。

4.リヤバンパーとのクリアランス及び上下左右
  のバランスを確認しながら、仮止め部を本締
  めする。
  ※締め付けはトルクレンチで確実に行ってく
  ださい。【締め付けトルク：6.0N・m】

5.マスキングテープを剥がす。

・マフラーエクステンションの本締めをする
  際は、純正マフラーをサポートゴムから一
  旦取外すと、作業がしやすくなります。

アドバイス

アドバイス

・車両マフラーが確実に冷めている事を確認
　してから作業を行ってください。

(43mm)

(43mm)

67mm以上

リヤバンパー(破線)

①リヤスカート

※⑥マフラーエクステンション
　とリヤバンパーで計測する。

・リヤ正面図

⑥マフラーエクステンション

67mm以上

リヤバンパー

マスキングテープ

車両マフラー

マフラー延長パイプ

・真下から見た状態

マスキングテープ

マスキングテープ

・サイド断面図

均等に回して締め付ける

車両マフラー

株式会社トヨタカスタマイジング&ディベロップメント
http://www.modellista.co.jp

「お問合せ先」
モデリスタコールセンター　TEL　050‐3161‐1000
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2 23
4

5

7

6

3 4

 斜線部、A・B圧着範囲
（　部拡大図 参照）

・必ず＜リヤスカート 取付要領書 追補版＞
　の指示通りに作業を行ってください。
　指示通り作業を行わないと、リヤスカート
　が車両に確実に取り付かない場合がありま
　す。

アドバイス

・離型紙が途中で切れない様に、スポイラー
　を少し浮かせながら離型紙を引き抜いて
　下さい。
・両面テープの圧着は、500kPa(5kgf/c㎡)
  程度の力で行って下さい。

①
リヤバンパー

A部圧着後、B部も押して圧着する。

※R-R 断面図のように、両手で挟み込
　んで圧着してください。

両面テープ

A

B

R’

R’

①材質：ABS　(未塗装品) 4

構成部品

リヤスカート素地品の塗装手順
No. 品　　名 個数
①

③

1リヤスカート

②

ブラックアウトテープ_LH

2

2

1

1

1

1

PACプライマー K500

取付要領書

マフラーガーニッシュ_LH

④

⑤

⑧

エンドモール(黒)

⑨

⑦

⑥

⑩

⑪

⑫

1.塗装面の汚れ、ゴミ、ホコリをウエスで取り除き、必ず脱脂を行う。

2.製品に貼り付けてある両面テープを全面マスキングする。
3.プライマー塗装を行う。
4.上塗り塗装を行う。
　注記：上塗り塗料はウレタン系をご使用下さい。
5.硬化
　注記：硬化温度は、成形樹脂の物性上、必ず60℃以下で硬化させて下さい。

Ⅰ.塗装作業

×1ヶ

⑭

タッピングスクリュー(M5×16)

タッピングスクリュー(M4×12)

1

070 ホワイトパールクリスタルシャイン

1K0 メタルストリームメタリック

3T3

8T7

4U3

レッドマイカ

6W9 ラディアントグリーンメタリック

5A3 イエロー

ボ デ ィ ー 色 名 称
ボディー色
色番号

塗
り
分
け
推
奨
色

塗り分け部
推奨色

ブルーメタリック

ダークブラウンマイカメタリック

×1ヶ

⑫
取付要領書

×1ヶ

⑬

Ｋ500

④

×1ヶ

②

×4ヶ ×2ヶ

③

マフラーガーニッシュ_RH

ブラックアウトテープ_RH

1

1

艶消し黒

<209>

209 ブラックマイカ

スピードナット(M5)

⑬

⑦

7

1

マスキング用型紙シールLH/RH 1

×1ヶ

⑥

⑭

×1ヶ

⑧(材質ABS 金属調塗装済)

⑩ ⑪

⑤

×1ヶ ×1ヶ

×1ヶ ×1ヶ

×2ヶ

⑨(材質ABS 金属調塗装済)

1マフラーエクステンション

<209>
or

艶消し黒

・B-B 断面図

B

B

①リヤスカート

車両ボディー色

＜209＞or艶消し黒
A

・A部 拡大図

⑥型紙シール

塗装の塗り分けを行う際、⑥型紙シール
を使用して、マスキングを行って下さい＜図１＞

<209>

<209>

<209>

<209>

<209>

<209>

車体色

089 プラチナホワイトパールマイカ <209>

224 イナズマスパーキングブラックガラスフレーク <209>

⑭エンドモール貼付範囲

⑧マフラーガーニッシュ_LH

C

C

⑭エンドモール貼付範囲

⑭エンドモール貼付範囲

⑩ブラックアウトテープ_LH
①リヤスカート

段差まで

段差まで

離型紙
センターカット 折れまで

段差まで

両面テープ
3M RT8020 W10

(2.0mm 厚 10mm 幅 )

R エンドまで

Rエンドまで

Rエンドまで

Rエンドまで
Rエンドまで

※.補修キット両面テープ貼り位置

1.補修キットを使用して、①リヤスカートの再取付を行う際は、下図を参照に両面テープを選択し、
　貼り付けてください。

①リヤスカート

D

・D部 拡大図

両面テープ RT8020 W10

⑭エンドモール⑬プライマー
　　塗布範囲

Rエンドまで

Rエンドまで

8

＜図２＞

Ⅱ.プライマーの塗布とエンドモールの貼付

1.塗装終了後、⑧⑨マフラーガーニッシュの両面テープ貼り付け部、及び①リヤスカート本体の
　⑩⑪ブラックアウトテープ、⑭エンドモールを貼り付ける部分を脱脂し、⑬PACプライマーK500
　を塗布する。(図２参照)

2.⑩⑪ブラックアウトテープ及び、⑭エンドモールを①リヤスカート
  に取り付ける。(図１参照)

アドバイス

・プライマーは車両への取り付け時に再度使用します。

・揮発性が高いので、速やかに袋に戻し揮発を抑えて下さい。

・プライマー塗布部以外は必要に応じてマスキングをして下さい。

3.⑧⑨マフラーガーニッシュを①リヤスカートに取り付ける。

・C-C 断面図

①

⑧

⑩

※奥側をしっかり
  圧着して下さい

両面テープ

スポンジテープ

両面テープ

※奥側をしっかり
  圧着して下さい

2

1

1

構成部品 No. 品　　名 個数
①

③

1リヤスカート

② 4タッピングスクリュー (M4×12)

タッピングスクリュー (M5×16)

位置出しシール_LH/CTR/RH

1

④

⑤

⑥

⑦

×1ヶ

取付要領書

×1ヶ

⑥

Ｋ500

②

×4ヶ

④

×1ヶ×2ヶ

③ ⑤
スピードナット(M5)

⑦

2

×2ヶ PACプライマー K500

取付要領書⑧⑧ 1

マフラーエクステンション

×1ヶ LH RHCTR

位置出しシール_LH/CTR/RH



このたびは、モデリスタ商品をお買い上げ頂きましてありがとうございます。
本書は、リヤスカートの取付要領について記載してあります。
取り付け前に必ずお読み頂き、正しい取り付けを行なって下さい。　

1

リヤスカート　 　取付要領書
設定型式：DBA-NGX#0、DAA-ZYX1#　　設定グレード：全グレード 

C-HR　モデリスタバージョン 

アドバイス・・・この取付要領書では、スピーディーに安全な作業をして頂く上で知って
　　　　　　　　 おいて頂きたい事を左図マークで表示しております。

■リヤスカートが、車両に確実に貼り付けされているか点検して下さい。

■両面テープの全ての離型紙が剥がされ、確実に圧着されているか点検して下さい。

■取り付け完了後、リヤスカート及び車両部品に傷がついていないか点検して下さい。

■取り付け完了後、最低３時間は強い力をかけたり、雨等で濡れない様注意して下さい。

（両面テープの剥がれ、車両とリヤスカートとの間に隙間が発生するおそれがあります。）

取り付け完了後の点検・注意事項

取り付け上の注意事項

重要

重要

重要

39-TCD026-A10

　接着面をドライヤー等で温めてから貼り付け作業を行なって下さい。

■車両部品の取り外しに際して、紛失や混乱がない様に部品ごとに整理して、復元する際
　間違えない様配慮して下さい。また、部品に傷を付けたりしない様に取り扱いに注意し
　て作業を行なって下さい。
■本書で指示した部品以外は、取り外さない様注意して下さい。

■商品の仮合わせ時等においては、マスキングテープ等で車両側への傷付き防止策を行な
　った上で実施して下さい。
■リヤスカートを取り付ける部品の汚れ、ゴミ、ホコリをウエスで拭き取って下さい。

■本製品の取り付けは、２名で作業を行なって下さい。

■エンドモール（両面テープ付き）・両面テープを貼り付ける部分は、必ず脱脂して下さい。
　脱脂作業を怠ると両面テープを接着しても剥がれる場合があります。
■両面テープの接着力促進剤として、

必ず両面テープ用プライマーを塗って下さい。　（PACプライマーK500を本品に添付）
　プライマーの効力を発揮させる為、塗布後、常温で10分間以上放置し乾燥させて下さい。
■両面テープは、外気温が15℃以下になると接着力が低下しますので、両面テープ及び被

■両面テープのプライマーは、 特に塗装面を黄変させますので必ず塗装面をマスキング
　し、はみだしたプライマーは、アルコール等で拭き取って下さい。
■ボディーコートが塗布されている車両はボディーコートを剥離して下さい。
（必ずマスキングし、なるべく細かい番手で行なう。）ボディーコートが塗布されて

　いる車両は脱脂作業を行なっても、プライマーの接着力促進効果を充分に発揮できな
　い場合があります。ボディーコート除去後は、アルコール等で脱脂をきちんと行って
　下さい。
■両面テープの圧着を十分に行って下さい。500kPa（5kgf/c㎡）以上

■走行直後などはマフラーが高温の為、火傷のおそれがあり危険です。
　マフラーエクステンション装着の際は、マフラーが完全に冷えてから作業を行って下さい。

重要

2

品番　D2641-53710-**C-HR モデリスタバージョン リヤスカート

＜図１＞

①リヤスカート

リヤバンパー

取付概要

取　付　手　順
Ⅰ.取付位置出し

1.ロックストライカーのセンターを基準にして
　、リヤバンパーのセンター位置を出し、セン
　ター位置に⑤位置出しシール_LH/CTR/RHを貼
  り付ける。(図１参照)

⑤位置出しシール_CTR

ロックストライカー
のセンターを基準にする

・C部 拡大図

LH
RR

UP

A

⑤位置出し
  シール
　_CTR

・A-A 断面図

CL

C

傷付き防止の為、マスキングテープを貼る

2.傷付き防止の為、車両中央部のリヤフォグラ
  ンプ部分周辺をマスキングテープ等を使用し
  て保護する。⑤位置出しシール_LH

⑤位置出し
  シール_RH

⑤位置出し
  シール_LH

・B-B 断面図

　端末まで

B

B

430㎜

・リヤ正面図

※L側も同様

⑤位置出し
  シール_RH

⑤位置出し
  シール_CTR

　端末まで

①

LH RHCTR

1.ロックストライカーのセンターを基準にして
　、リヤバンパーのセンター位置を出し、セン
　ター位置に⑤位置出しシールAを貼り付け、
　両サイドに⑨⑩位置出しシールB_LH/RHを貼り
　付ける。(図１参照)

CL

A
B

AA

リヤバンパー

430㎜

※R側も同様

⑤位置出し
  シール
  _LH

⑤位置出し
  シール
  _CTR

CL

・リヤ正面図

※R側も同様

⑤位置出し
  シール
　_RH

3

＜図２＞

1.①リヤスカートのエンドモール上端を⑤位置
　出しテープ_LH/CTR/RHに合わせ、左図要領でリ
  ヤバンパーに仮当てする。
　(図２参照)

　その際、脱落防止のため、マスキングテープ
  等で仮固定する。

2.①リヤスカート側面上部をリヤバンパーに押
　し当て、タイヤハウス部の穴位置をリヤバン
　パー側にマーキングする。
　（図２ 矢視D 参照）

3.④スピードナットをブラケット位置に合わせ
　てリヤバンパー下面にはめる。
　(図２ G’　　　　 　　)

Ⅱ.リヤスカートの仮当て

マスキングテープ

マスキングテープ

①リヤスカート

4.①リヤスカートの金属ブラケットを④スピー
　ドナットに突き当てて、位置をリヤバンパー
　側にマーキングする。

 部 拡大図 参照

矢視 D

矢
視
 
F

CL

・矢視 F （ブラケット穴位置寸法）

270mm 270mm

①リヤスカート

リヤバンパー
G

7
m
m

・G部 拡大図

①リヤスカート

リヤバンパー

・G’部 拡大図

リヤバンパー

①リヤスカート
④スピード
　ナット

・矢視 C

リヤバンパー

オーバーフェンダー
端末から(35mm)

モールと車両意匠ラインとの隙をL/R
均等になるように位置決めをする。

・E-E 断面図

E

①リヤスカート

リヤバンパー

スペーサー

突き当て

・矢視 D

リヤバンパー

・K部 拡大図

K

オ
ー
バ
ー
　

フ
ェ
ン
ダ
ー

端
末
か
ら
　

1
7
m
m

①リヤ
　スカート

D

・H-H 断面図（J－J 断面も同様）

・L-L 断面図

①リヤスカート エンドモール

リヤバンパー

H

⑤位置出しシール_CTR

①リヤスカート

エンドモール上端を
⑤位置出しシール_LH
に合わせる

⑤位置出しシール_LH

エンドモール

リヤバンパー

エンドモール上端を
⑤位置出しシール_CTR
に合わせる

①リヤスカート

G’

牽引フック
カバー

EE

L

L

J

J

H

1.両面テープ貼り付け部（図５斜線部）を脱脂し
　⑦K500 PACプライマーを塗布する。

＜図５＞

＜図３＞

＜図４＞

は特に塗装面を黄変さ

・ 塗布後は、常温で10分

4

5.マスキングテープを①リヤスカートのエンド
　モール上端と下面スペーサー部周辺に合わせ
　て貼り付ける。（図３参照）

6.①リヤスカートと④スピードナットを取り外
　す。

Ⅲ.プライマーの塗布

・矢視 N

リヤバンパー

マーキング位置に合わせて、
φ3.3 穴あけをする

矢
視
 
N

7.リヤバンパー下面及び、タイヤハウス部のマ
　ーキング位置に穴開けをする。
　(図４参照)

アドバイス

・下穴を開ける際は、穴の中心を狙い、ケガ
　キ針又は、画鋲を用いて行なって下さい。

マーキング位置に合わせて、
φ5 穴あけをする

アドバイス

・PACプライマーK500
 せますので、マスキングするか、はみ出し
 たプライマーは、アルコール等で拭き取っ
 て下さい。
PACプライマーK500

 間以上放置し乾燥させて下さい。

・ボディーコート処理されている車両は、
 マスキングをして両面テープ貼り付け部分
 のボディーコートを除去して下さい。

マスキングテープ

①リヤスカート

プライマー塗布範囲

M

M

・M-M 断面図

①リヤスカート

リヤバンパー

スペーサー
マスキング
テープ

・P-P 断面図

リヤバンパー

マスキング
テープ

プライマー塗布範囲(15mm)

P

P

株式会社トヨタカスタマイジング&ディベロップメント
http://www.modellista.co.jp

「お問合せ先」
モデリスタコールセンター　TEL　050‐3161‐1000

③タッピング
　スクリュー
　(仮止め)

矢視 S

R

R

リヤスカート

5

アドバイス

・離型紙が途中で切れない様に、スポイラー
　を少し浮かせながら離型紙を引き抜いて
　下さい。
・両面テープの圧着は、500kPa(5kgf/c㎡)
  程度の力で行って下さい。

5.両面テープ離型紙を　～　の順に引き抜きな
　がら圧着する。　(図７参照)

1 7

＜図７＞

1.①リヤスカートを、仮当て時と同様の手順で
　車両に仮当てする。

6.全てのマスキングテープと⑤位置出しシール
　を剥がす。

3.②タッピングスクリュー(M4×12)で仮締めを
　する。
　（図７ 矢視S 参照）

4.③タッピングスクリュー(M5×16)で仮締めを
　する。
　（図７参照）

アドバイス

・モールの巻き込みに注意して取り付けを
　行って下さい。

2.④スピードナットを取り付ける。

・矢視 S リヤ
バンパー

①リヤ
　スカート

②タッピング
　スクリュー
　(仮止め)

リヤバンパー

・表面

・裏面

Ⅳ.取り付け準備

＜図６＞

1.①リヤスカートの両面テープ離型紙を少し剥
　がし、表側へ折り返してマスキングテープで
　仮固定する。（図６参照）

Q

・Q部 拡大図

離型紙を少し剥がす

圧着する際、バンパー下部から裏面に
手を入れ、挟み込むように圧着する。

・R-R 断面図 

※車両中央部を圧着する際、車両フレ
　ームではなく、バンパーを押してく
　ださい。

　リヤバンパー

①リヤスカート

　車両
　フレーム

・  部 拡大図

＜図７＞

・M-M 断面図

A

B
A部圧着後、
B部も押して
圧着する。

Ⅴ.取り付け

③タッピングスクリュー(仮止め)

11

2 23
4

5

7

6

3 4

矢視 L

M

M

圧着範囲

・矢視 L

リヤ
バンパー

①リヤ
　スカート

②タッピング
　スクリュー
　(仮止め)

M

M
　斜線部：A・B部範囲
（M-M 断面図 1参照）

R’

6

Ⅵ.マフラーエクステンションの取り付け

＜図８＞

＜図９＞

6.①リヤスカートの浮き、剥がれが無いことを
　確認し、両面テープ貼り付け後、３時間以上
　放置し再圧着する。

7.仮締めしていたタッピングスクリューを全て
  本締めをして、取り付け作業終了です。

※以下の工程よりマフラーエクステンションの
　取付説明となります。

1.車両マフラーの出口後端下側から、左図の位
  置にマスキングテープでマーキングする。
　（図８参照）

2.⑥マフラーエクステンションをマーキングの
  位置に合わせて差し込む。(図９参照)

3.リヤバンパー及び①リヤスカートに干渉して
  いないことを確認後、⑥マフラーエクステン
  ションのロックナットを均等に回して締め付
  け仮止めする。

4.リヤバンパーとのクリアランス及び上下左右
  のバランスを確認しながら、仮止め部を本締
  めする。
  ※締め付けはトルクレンチで確実に行ってく
  ださい。【締め付けトルク：6.0N・m】

5.マスキングテープを剥がす。

・マフラーエクステンションの本締めをする
  際は、純正マフラーをサポートゴムから一
  旦取外すと、作業がしやすくなります。

アドバイス

アドバイス

・車両マフラーが確実に冷めている事を確認
　してから作業を行ってください。

(43mm)

(43mm)

67mm以上

リヤバンパー(破線)

①リヤスカート

※⑥マフラーエクステンション
　とリヤバンパーで計測する。

・リヤ正面図

⑥マフラーエクステンション

67mm以上

リヤバンパー

マスキングテープ

車両マフラー

マフラー延長パイプ

・真下から見た状態

マスキングテープ

マスキングテープ

・サイド断面図

均等に回して締め付ける

車両マフラー

株式会社トヨタカスタマイジング&ディベロップメント
http://www.modellista.co.jp

「お問合せ先」
モデリスタコールセンター　TEL　050‐3161‐1000
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 斜線部、A・B圧着範囲
（　部拡大図 参照）

・必ず＜リヤスカート 取付要領書 追補版＞
　の指示通りに作業を行ってください。
　指示通り作業を行わないと、リヤスカート
　が車両に確実に取り付かない場合がありま
　す。

アドバイス

・離型紙が途中で切れない様に、スポイラー
　を少し浮かせながら離型紙を引き抜いて
　下さい。
・両面テープの圧着は、500kPa(5kgf/c㎡)
  程度の力で行って下さい。

①
リヤバンパー

A部圧着後、B部も押して圧着する。

※R-R 断面図のように、両手で挟み込
　んで圧着してください。

両面テープ

A

B

R’

R’

①材質：ABS　(未塗装品) 4

構成部品

リヤスカート素地品の塗装手順
No. 品　　名 個数
①

③

1リヤスカート

②

ブラックアウトテープ_LH

2

2

1

1

1

1

PACプライマー K500

取付要領書

マフラーガーニッシュ_LH

④

⑤

⑧

エンドモール(黒)

⑨

⑦

⑥

⑩

⑪

⑫

1.塗装面の汚れ、ゴミ、ホコリをウエスで取り除き、必ず脱脂を行う。

2.製品に貼り付けてある両面テープを全面マスキングする。
3.プライマー塗装を行う。
4.上塗り塗装を行う。
　注記：上塗り塗料はウレタン系をご使用下さい。
5.硬化
　注記：硬化温度は、成形樹脂の物性上、必ず60℃以下で硬化させて下さい。

Ⅰ.塗装作業

×1ヶ

⑭

タッピングスクリュー(M5×16)

タッピングスクリュー(M4×12)

1

070 ホワイトパールクリスタルシャイン

1K0 メタルストリームメタリック

3T3

8T7

4U3

レッドマイカ

6W9 ラディアントグリーンメタリック

5A3 イエロー

ボ デ ィ ー 色 名 称
ボディー色
色番号

塗
り
分
け
推
奨
色

塗り分け部
推奨色

ブルーメタリック

ダークブラウンマイカメタリック

×1ヶ

⑫
取付要領書

×1ヶ

⑬

Ｋ500

④

×1ヶ

②

×4ヶ ×2ヶ

③

マフラーガーニッシュ_RH

ブラックアウトテープ_RH

1

1

艶消し黒

<209>

209 ブラックマイカ

スピードナット(M5)

⑬

⑦

7

1

マスキング用型紙シールLH/RH 1

×1ヶ

⑥

⑭

×1ヶ

⑧(材質ABS 金属調塗装済)

⑩ ⑪

⑤

×1ヶ ×1ヶ

×1ヶ ×1ヶ

×2ヶ

⑨(材質ABS 金属調塗装済)

1マフラーエクステンション

<209>
or

艶消し黒

・B-B 断面図

B

B

①リヤスカート

車両ボディー色

＜209＞or艶消し黒
A

・A部 拡大図

⑥型紙シール

塗装の塗り分けを行う際、⑥型紙シール
を使用して、マスキングを行って下さい＜図１＞

<209>

<209>

<209>

<209>

<209>

<209>

車体色

089 プラチナホワイトパールマイカ <209>

224 イナズマスパーキングブラックガラスフレーク <209>

⑭エンドモール貼付範囲

⑧マフラーガーニッシュ_LH

C

C

⑭エンドモール貼付範囲

⑭エンドモール貼付範囲

⑩ブラックアウトテープ_LH
①リヤスカート

段差まで

段差まで

離型紙
センターカット 折れまで

段差まで

両面テープ
3M RT8020 W10

(2.0mm 厚 10mm 幅 )

R エンドまで

Rエンドまで

Rエンドまで

Rエンドまで
Rエンドまで

※.補修キット両面テープ貼り位置

1.補修キットを使用して、①リヤスカートの再取付を行う際は、下図を参照に両面テープを選択し、
　貼り付けてください。

①リヤスカート

D

・D部 拡大図

両面テープ RT8020 W10

⑭エンドモール⑬プライマー
　　塗布範囲

Rエンドまで

Rエンドまで

8

＜図２＞

Ⅱ.プライマーの塗布とエンドモールの貼付

1.塗装終了後、⑧⑨マフラーガーニッシュの両面テープ貼り付け部、及び①リヤスカート本体の
　⑩⑪ブラックアウトテープ、⑭エンドモールを貼り付ける部分を脱脂し、⑬PACプライマーK500
　を塗布する。(図２参照)

2.⑩⑪ブラックアウトテープ及び、⑭エンドモールを①リヤスカート
  に取り付ける。(図１参照)

アドバイス

・プライマーは車両への取り付け時に再度使用します。

・揮発性が高いので、速やかに袋に戻し揮発を抑えて下さい。

・プライマー塗布部以外は必要に応じてマスキングをして下さい。

3.⑧⑨マフラーガーニッシュを①リヤスカートに取り付ける。

・C-C 断面図

①

⑧

⑩

※奥側をしっかり
  圧着して下さい

両面テープ

スポンジテープ

両面テープ

※奥側をしっかり
  圧着して下さい

2

1

1

構成部品 No. 品　　名 個数
①

③

1リヤスカート

② 4タッピングスクリュー (M4×12)

タッピングスクリュー (M5×16)

位置出しシール_LH/CTR/RH

1

④

⑤

⑥

⑦

×1ヶ

取付要領書

×1ヶ

⑥

Ｋ500

②

×4ヶ

④

×1ヶ×2ヶ

③ ⑤
スピードナット(M5)

⑦

2

×2ヶ PACプライマー K500

取付要領書⑧⑧ 1

マフラーエクステンション

×1ヶ LH RHCTR

位置出しシール_LH/CTR/RH



このたびは、モデリスタ商品をお買い上げ頂きましてありがとうございます。
本書は、リヤスカートの取付要領について記載してあります。
取り付け前に必ずお読み頂き、正しい取り付けを行なって下さい。　

1

リヤスカート　 　取付要領書
設定型式：DBA-NGX#0、DAA-ZYX1#　　設定グレード：全グレード 

C-HR　モデリスタバージョン 

アドバイス・・・この取付要領書では、スピーディーに安全な作業をして頂く上で知って
　　　　　　　　 おいて頂きたい事を左図マークで表示しております。

■リヤスカートが、車両に確実に貼り付けされているか点検して下さい。

■両面テープの全ての離型紙が剥がされ、確実に圧着されているか点検して下さい。

■取り付け完了後、リヤスカート及び車両部品に傷がついていないか点検して下さい。

■取り付け完了後、最低３時間は強い力をかけたり、雨等で濡れない様注意して下さい。

（両面テープの剥がれ、車両とリヤスカートとの間に隙間が発生するおそれがあります。）

取り付け完了後の点検・注意事項

取り付け上の注意事項

重要

重要

重要

39-TCD026-A10

　接着面をドライヤー等で温めてから貼り付け作業を行なって下さい。

■車両部品の取り外しに際して、紛失や混乱がない様に部品ごとに整理して、復元する際
　間違えない様配慮して下さい。また、部品に傷を付けたりしない様に取り扱いに注意し
　て作業を行なって下さい。
■本書で指示した部品以外は、取り外さない様注意して下さい。

■商品の仮合わせ時等においては、マスキングテープ等で車両側への傷付き防止策を行な
　った上で実施して下さい。
■リヤスカートを取り付ける部品の汚れ、ゴミ、ホコリをウエスで拭き取って下さい。

■本製品の取り付けは、２名で作業を行なって下さい。

■エンドモール（両面テープ付き）・両面テープを貼り付ける部分は、必ず脱脂して下さい。
　脱脂作業を怠ると両面テープを接着しても剥がれる場合があります。
■両面テープの接着力促進剤として、

必ず両面テープ用プライマーを塗って下さい。　（PACプライマーK500を本品に添付）
　プライマーの効力を発揮させる為、塗布後、常温で10分間以上放置し乾燥させて下さい。
■両面テープは、外気温が15℃以下になると接着力が低下しますので、両面テープ及び被

■両面テープのプライマーは、 特に塗装面を黄変させますので必ず塗装面をマスキング
　し、はみだしたプライマーは、アルコール等で拭き取って下さい。
■ボディーコートが塗布されている車両はボディーコートを剥離して下さい。
（必ずマスキングし、なるべく細かい番手で行なう。）ボディーコートが塗布されて

　いる車両は脱脂作業を行なっても、プライマーの接着力促進効果を充分に発揮できな
　い場合があります。ボディーコート除去後は、アルコール等で脱脂をきちんと行って
　下さい。
■両面テープの圧着を十分に行って下さい。500kPa（5kgf/c㎡）以上

■走行直後などはマフラーが高温の為、火傷のおそれがあり危険です。
　マフラーエクステンション装着の際は、マフラーが完全に冷えてから作業を行って下さい。

重要

2

品番　D2641-53710-**C-HR モデリスタバージョン リヤスカート

＜図１＞

①リヤスカート

リヤバンパー

取付概要

取　付　手　順
Ⅰ.取付位置出し

1.ロックストライカーのセンターを基準にして
　、リヤバンパーのセンター位置を出し、セン
　ター位置に⑤位置出しシール_LH/CTR/RHを貼
  り付ける。(図１参照)

⑤位置出しシール_CTR

ロックストライカー
のセンターを基準にする

・C部 拡大図

LH
RR

UP

A

⑤位置出し
  シール
　_CTR

・A-A 断面図

CL

C

傷付き防止の為、マスキングテープを貼る

2.傷付き防止の為、車両中央部のリヤフォグラ
  ンプ部分周辺をマスキングテープ等を使用し
  て保護する。⑤位置出しシール_LH

⑤位置出し
  シール_RH

⑤位置出し
  シール_LH

・B-B 断面図

　端末まで

B

B

430㎜

・リヤ正面図

※L側も同様

⑤位置出し
  シール_RH

⑤位置出し
  シール_CTR

　端末まで

①

LH RHCTR

1.ロックストライカーのセンターを基準にして
　、リヤバンパーのセンター位置を出し、セン
　ター位置に⑤位置出しシールAを貼り付け、
　両サイドに⑨⑩位置出しシールB_LH/RHを貼り
　付ける。(図１参照)

CL

A
B

AA

リヤバンパー

430㎜

※R側も同様

⑤位置出し
  シール
  _LH

⑤位置出し
  シール
  _CTR

CL

・リヤ正面図

※R側も同様

⑤位置出し
  シール
　_RH

3

＜図２＞

1.①リヤスカートのエンドモール上端を⑤位置
　出しテープ_LH/CTR/RHに合わせ、左図要領でリ
  ヤバンパーに仮当てする。
　(図２参照)

　その際、脱落防止のため、マスキングテープ
  等で仮固定する。

2.①リヤスカート側面上部をリヤバンパーに押
　し当て、タイヤハウス部の穴位置をリヤバン
　パー側にマーキングする。
　（図２ 矢視D 参照）

3.④スピードナットをブラケット位置に合わせ
　てリヤバンパー下面にはめる。
　(図２ G’　　　　 　　)

Ⅱ.リヤスカートの仮当て

マスキングテープ

マスキングテープ

①リヤスカート

4.①リヤスカートの金属ブラケットを④スピー
　ドナットに突き当てて、位置をリヤバンパー
　側にマーキングする。

 部 拡大図 参照

矢視 D

矢
視
 
F

CL

・矢視 F （ブラケット穴位置寸法）

270mm 270mm

①リヤスカート

リヤバンパー
G

7
m
m

・G部 拡大図

①リヤスカート

リヤバンパー

・G’部 拡大図

リヤバンパー

①リヤスカート
④スピード
　ナット

・矢視 C

リヤバンパー

オーバーフェンダー
端末から(35mm)

モールと車両意匠ラインとの隙をL/R
均等になるように位置決めをする。

・E-E 断面図

E

①リヤスカート

リヤバンパー

スペーサー

突き当て

・矢視 D

リヤバンパー

・K部 拡大図

K

オ
ー
バ
ー
　

フ
ェ
ン
ダ
ー

端
末
か
ら
　

1
7
m
m

①リヤ
　スカート

D

・H-H 断面図（J－J 断面も同様）

・L-L 断面図

①リヤスカート エンドモール

リヤバンパー

H

⑤位置出しシール_CTR

①リヤスカート

エンドモール上端を
⑤位置出しシール_LH
に合わせる

⑤位置出しシール_LH

エンドモール

リヤバンパー

エンドモール上端を
⑤位置出しシール_CTR
に合わせる

①リヤスカート

G’

牽引フック
カバー

EE

L

L

J

J

H

1.両面テープ貼り付け部（図５斜線部）を脱脂し
　⑦K500 PACプライマーを塗布する。

＜図５＞

＜図３＞

＜図４＞

は特に塗装面を黄変さ

・ 塗布後は、常温で10分

4

5.マスキングテープを①リヤスカートのエンド
　モール上端と下面スペーサー部周辺に合わせ
　て貼り付ける。（図３参照）

6.①リヤスカートと④スピードナットを取り外
　す。

Ⅲ.プライマーの塗布

・矢視 N

リヤバンパー

マーキング位置に合わせて、
φ3.3 穴あけをする

矢
視
 
N

7.リヤバンパー下面及び、タイヤハウス部のマ
　ーキング位置に穴開けをする。
　(図４参照)

アドバイス

・下穴を開ける際は、穴の中心を狙い、ケガ
　キ針又は、画鋲を用いて行なって下さい。

マーキング位置に合わせて、
φ5 穴あけをする

アドバイス

・PACプライマーK500
 せますので、マスキングするか、はみ出し
 たプライマーは、アルコール等で拭き取っ
 て下さい。
PACプライマーK500

 間以上放置し乾燥させて下さい。

・ボディーコート処理されている車両は、
 マスキングをして両面テープ貼り付け部分
 のボディーコートを除去して下さい。

マスキングテープ

①リヤスカート

プライマー塗布範囲

M

M

・M-M 断面図

①リヤスカート

リヤバンパー

スペーサー
マスキング
テープ

・P-P 断面図

リヤバンパー

マスキング
テープ

プライマー塗布範囲(15mm)

P

P

株式会社トヨタカスタマイジング&ディベロップメント
http://www.modellista.co.jp

「お問合せ先」
モデリスタコールセンター　TEL　050‐3161‐1000

③タッピング
　スクリュー
　(仮止め)

矢視 S

R

R

リヤスカート

5

アドバイス

・離型紙が途中で切れない様に、スポイラー
　を少し浮かせながら離型紙を引き抜いて
　下さい。
・両面テープの圧着は、500kPa(5kgf/c㎡)
  程度の力で行って下さい。

5.両面テープ離型紙を　～　の順に引き抜きな
　がら圧着する。　(図７参照)

1 7

＜図７＞

1.①リヤスカートを、仮当て時と同様の手順で
　車両に仮当てする。

6.全てのマスキングテープと⑤位置出しシール
　を剥がす。

3.②タッピングスクリュー(M4×12)で仮締めを
　する。
　（図７ 矢視S 参照）

4.③タッピングスクリュー(M5×16)で仮締めを
　する。
　（図７参照）

アドバイス

・モールの巻き込みに注意して取り付けを
　行って下さい。

2.④スピードナットを取り付ける。

・矢視 S リヤ
バンパー

①リヤ
　スカート

②タッピング
　スクリュー
　(仮止め)

リヤバンパー

・表面

・裏面

Ⅳ.取り付け準備

＜図６＞

1.①リヤスカートの両面テープ離型紙を少し剥
　がし、表側へ折り返してマスキングテープで
　仮固定する。（図６参照）

Q

・Q部 拡大図

離型紙を少し剥がす

圧着する際、バンパー下部から裏面に
手を入れ、挟み込むように圧着する。

・R-R 断面図 

※車両中央部を圧着する際、車両フレ
　ームではなく、バンパーを押してく
　ださい。

　リヤバンパー

①リヤスカート

　車両
　フレーム

・  部 拡大図

＜図７＞

・M-M 断面図

A

B
A部圧着後、
B部も押して
圧着する。

Ⅴ.取り付け

③タッピングスクリュー(仮止め)

11

2 23
4

5

7

6

3 4

矢視 L

M

M

圧着範囲

・矢視 L

リヤ
バンパー

①リヤ
　スカート

②タッピング
　スクリュー
　(仮止め)

M

M
　斜線部：A・B部範囲
（M-M 断面図 1参照）

R’

6

Ⅵ.マフラーエクステンションの取り付け

＜図８＞

＜図９＞

6.①リヤスカートの浮き、剥がれが無いことを
　確認し、両面テープ貼り付け後、３時間以上
　放置し再圧着する。

7.仮締めしていたタッピングスクリューを全て
  本締めをして、取り付け作業終了です。

※以下の工程よりマフラーエクステンションの
　取付説明となります。

1.車両マフラーの出口後端下側から、左図の位
  置にマスキングテープでマーキングする。
　（図８参照）

2.⑥マフラーエクステンションをマーキングの
  位置に合わせて差し込む。(図９参照)

3.リヤバンパー及び①リヤスカートに干渉して
  いないことを確認後、⑥マフラーエクステン
  ションのロックナットを均等に回して締め付
  け仮止めする。

4.リヤバンパーとのクリアランス及び上下左右
  のバランスを確認しながら、仮止め部を本締
  めする。
  ※締め付けはトルクレンチで確実に行ってく
  ださい。【締め付けトルク：6.0N・m】

5.マスキングテープを剥がす。

・マフラーエクステンションの本締めをする
  際は、純正マフラーをサポートゴムから一
  旦取外すと、作業がしやすくなります。

アドバイス

アドバイス

・車両マフラーが確実に冷めている事を確認
　してから作業を行ってください。

(43mm)

(43mm)

67mm以上

リヤバンパー(破線)

①リヤスカート

※⑥マフラーエクステンション
　とリヤバンパーで計測する。

・リヤ正面図

⑥マフラーエクステンション

67mm以上

リヤバンパー

マスキングテープ

車両マフラー

マフラー延長パイプ

・真下から見た状態

マスキングテープ

マスキングテープ

・サイド断面図

均等に回して締め付ける

車両マフラー

株式会社トヨタカスタマイジング&ディベロップメント
http://www.modellista.co.jp

「お問合せ先」
モデリスタコールセンター　TEL　050‐3161‐1000
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 斜線部、A・B圧着範囲
（　部拡大図 参照）

・必ず＜リヤスカート 取付要領書 追補版＞
　の指示通りに作業を行ってください。
　指示通り作業を行わないと、リヤスカート
　が車両に確実に取り付かない場合がありま
　す。

アドバイス

・離型紙が途中で切れない様に、スポイラー
　を少し浮かせながら離型紙を引き抜いて
　下さい。
・両面テープの圧着は、500kPa(5kgf/c㎡)
  程度の力で行って下さい。

①
リヤバンパー

A部圧着後、B部も押して圧着する。

※R-R 断面図のように、両手で挟み込
　んで圧着してください。

両面テープ

A

B

R’

R’

①材質：ABS　(未塗装品) 4

構成部品

リヤスカート素地品の塗装手順
No. 品　　名 個数
①

③

1リヤスカート

②

ブラックアウトテープ_LH

2

2

1

1

1

1

PACプライマー K500

取付要領書

マフラーガーニッシュ_LH

④

⑤

⑧

エンドモール(黒)

⑨

⑦

⑥

⑩

⑪

⑫

1.塗装面の汚れ、ゴミ、ホコリをウエスで取り除き、必ず脱脂を行う。

2.製品に貼り付けてある両面テープを全面マスキングする。
3.プライマー塗装を行う。
4.上塗り塗装を行う。
　注記：上塗り塗料はウレタン系をご使用下さい。
5.硬化
　注記：硬化温度は、成形樹脂の物性上、必ず60℃以下で硬化させて下さい。

Ⅰ.塗装作業

×1ヶ

⑭

タッピングスクリュー(M5×16)

タッピングスクリュー(M4×12)

1

070 ホワイトパールクリスタルシャイン

1K0 メタルストリームメタリック

3T3

8T7

4U3

レッドマイカ

6W9 ラディアントグリーンメタリック

5A3 イエロー

ボ デ ィ ー 色 名 称
ボディー色
色番号

塗
り
分
け
推
奨
色

塗り分け部
推奨色

ブルーメタリック

ダークブラウンマイカメタリック

×1ヶ

⑫
取付要領書

×1ヶ

⑬

Ｋ500

④

×1ヶ

②

×4ヶ ×2ヶ

③

マフラーガーニッシュ_RH

ブラックアウトテープ_RH

1

1

艶消し黒

<209>

209 ブラックマイカ

スピードナット(M5)

⑬

⑦

7

1

マスキング用型紙シールLH/RH 1

×1ヶ

⑥

⑭

×1ヶ

⑧(材質ABS 金属調塗装済)

⑩ ⑪

⑤

×1ヶ ×1ヶ

×1ヶ ×1ヶ

×2ヶ

⑨(材質ABS 金属調塗装済)

1マフラーエクステンション

<209>
or

艶消し黒

・B-B 断面図

B

B

①リヤスカート

車両ボディー色

＜209＞or艶消し黒
A

・A部 拡大図

⑥型紙シール

塗装の塗り分けを行う際、⑥型紙シール
を使用して、マスキングを行って下さい＜図１＞

<209>

<209>

<209>

<209>

<209>

<209>

車体色

089 プラチナホワイトパールマイカ <209>

224 イナズマスパーキングブラックガラスフレーク <209>

⑭エンドモール貼付範囲

⑧マフラーガーニッシュ_LH

C

C

⑭エンドモール貼付範囲

⑭エンドモール貼付範囲

⑩ブラックアウトテープ_LH
①リヤスカート

段差まで

段差まで

離型紙
センターカット 折れまで

段差まで

両面テープ
3M RT8020 W10

(2.0mm 厚 10mm 幅 )

R エンドまで

Rエンドまで

Rエンドまで

Rエンドまで
Rエンドまで

※.補修キット両面テープ貼り位置

1.補修キットを使用して、①リヤスカートの再取付を行う際は、下図を参照に両面テープを選択し、
　貼り付けてください。

①リヤスカート

D

・D部 拡大図

両面テープ RT8020 W10

⑭エンドモール⑬プライマー
　　塗布範囲

Rエンドまで

Rエンドまで

8

＜図２＞

Ⅱ.プライマーの塗布とエンドモールの貼付

1.塗装終了後、⑧⑨マフラーガーニッシュの両面テープ貼り付け部、及び①リヤスカート本体の
　⑩⑪ブラックアウトテープ、⑭エンドモールを貼り付ける部分を脱脂し、⑬PACプライマーK500
　を塗布する。(図２参照)

2.⑩⑪ブラックアウトテープ及び、⑭エンドモールを①リヤスカート
  に取り付ける。(図１参照)

アドバイス

・プライマーは車両への取り付け時に再度使用します。

・揮発性が高いので、速やかに袋に戻し揮発を抑えて下さい。

・プライマー塗布部以外は必要に応じてマスキングをして下さい。

3.⑧⑨マフラーガーニッシュを①リヤスカートに取り付ける。

・C-C 断面図

①

⑧

⑩

※奥側をしっかり
  圧着して下さい

両面テープ

スポンジテープ

両面テープ

※奥側をしっかり
  圧着して下さい

2

1

1

構成部品 No. 品　　名 個数
①

③

1リヤスカート

② 4タッピングスクリュー (M4×12)

タッピングスクリュー (M5×16)

位置出しシール_LH/CTR/RH

1

④

⑤

⑥

⑦

×1ヶ

取付要領書

×1ヶ

⑥

Ｋ500

②

×4ヶ

④

×1ヶ×2ヶ

③ ⑤
スピードナット(M5)

⑦

2

×2ヶ PACプライマー K500

取付要領書⑧⑧ 1

マフラーエクステンション

×1ヶ LH RHCTR

位置出しシール_LH/CTR/RH



このたびは、モデリスタ商品をお買い上げ頂きましてありがとうございます。
本書は、リヤスカートの取付要領について記載してあります。
取り付け前に必ずお読み頂き、正しい取り付けを行なって下さい。　

1

リヤスカート　 　取付要領書
設定型式：DBA-NGX#0、DAA-ZYX1#　　設定グレード：全グレード 

C-HR　モデリスタバージョン 

アドバイス・・・この取付要領書では、スピーディーに安全な作業をして頂く上で知って
　　　　　　　　 おいて頂きたい事を左図マークで表示しております。

■リヤスカートが、車両に確実に貼り付けされているか点検して下さい。

■両面テープの全ての離型紙が剥がされ、確実に圧着されているか点検して下さい。

■取り付け完了後、リヤスカート及び車両部品に傷がついていないか点検して下さい。

■取り付け完了後、最低３時間は強い力をかけたり、雨等で濡れない様注意して下さい。

（両面テープの剥がれ、車両とリヤスカートとの間に隙間が発生するおそれがあります。）

取り付け完了後の点検・注意事項

取り付け上の注意事項

重要

重要

重要

39-TCD026-A10

　接着面をドライヤー等で温めてから貼り付け作業を行なって下さい。

■車両部品の取り外しに際して、紛失や混乱がない様に部品ごとに整理して、復元する際
　間違えない様配慮して下さい。また、部品に傷を付けたりしない様に取り扱いに注意し
　て作業を行なって下さい。
■本書で指示した部品以外は、取り外さない様注意して下さい。

■商品の仮合わせ時等においては、マスキングテープ等で車両側への傷付き防止策を行な
　った上で実施して下さい。
■リヤスカートを取り付ける部品の汚れ、ゴミ、ホコリをウエスで拭き取って下さい。

■本製品の取り付けは、２名で作業を行なって下さい。

■エンドモール（両面テープ付き）・両面テープを貼り付ける部分は、必ず脱脂して下さい。
　脱脂作業を怠ると両面テープを接着しても剥がれる場合があります。
■両面テープの接着力促進剤として、

必ず両面テープ用プライマーを塗って下さい。　（PACプライマーK500を本品に添付）
　プライマーの効力を発揮させる為、塗布後、常温で10分間以上放置し乾燥させて下さい。
■両面テープは、外気温が15℃以下になると接着力が低下しますので、両面テープ及び被

■両面テープのプライマーは、 特に塗装面を黄変させますので必ず塗装面をマスキング
　し、はみだしたプライマーは、アルコール等で拭き取って下さい。
■ボディーコートが塗布されている車両はボディーコートを剥離して下さい。
（必ずマスキングし、なるべく細かい番手で行なう。）ボディーコートが塗布されて

　いる車両は脱脂作業を行なっても、プライマーの接着力促進効果を充分に発揮できな
　い場合があります。ボディーコート除去後は、アルコール等で脱脂をきちんと行って
　下さい。
■両面テープの圧着を十分に行って下さい。500kPa（5kgf/c㎡）以上

■走行直後などはマフラーが高温の為、火傷のおそれがあり危険です。
　マフラーエクステンション装着の際は、マフラーが完全に冷えてから作業を行って下さい。

重要

2

品番　D2641-53710-**C-HR モデリスタバージョン リヤスカート

＜図１＞

①リヤスカート

リヤバンパー

取付概要

取　付　手　順
Ⅰ.取付位置出し

1.ロックストライカーのセンターを基準にして
　、リヤバンパーのセンター位置を出し、セン
　ター位置に⑤位置出しシール_LH/CTR/RHを貼
  り付ける。(図１参照)

⑤位置出しシール_CTR

ロックストライカー
のセンターを基準にする

・C部 拡大図

LH
RR

UP

A

⑤位置出し
  シール
　_CTR

・A-A 断面図

CL

C

傷付き防止の為、マスキングテープを貼る

2.傷付き防止の為、車両中央部のリヤフォグラ
  ンプ部分周辺をマスキングテープ等を使用し
  て保護する。⑤位置出しシール_LH

⑤位置出し
  シール_RH

⑤位置出し
  シール_LH

・B-B 断面図

　端末まで

B

B

430㎜

・リヤ正面図

※L側も同様

⑤位置出し
  シール_RH

⑤位置出し
  シール_CTR

　端末まで

①

LH RHCTR

1.ロックストライカーのセンターを基準にして
　、リヤバンパーのセンター位置を出し、セン
　ター位置に⑤位置出しシールAを貼り付け、
　両サイドに⑨⑩位置出しシールB_LH/RHを貼り
　付ける。(図１参照)

CL

A
B

AA

リヤバンパー

430㎜

※R側も同様

⑤位置出し
  シール
  _LH

⑤位置出し
  シール
  _CTR

CL

・リヤ正面図

※R側も同様

⑤位置出し
  シール
　_RH

3

＜図２＞

1.①リヤスカートのエンドモール上端を⑤位置
　出しテープ_LH/CTR/RHに合わせ、左図要領でリ
  ヤバンパーに仮当てする。
　(図２参照)

　その際、脱落防止のため、マスキングテープ
  等で仮固定する。

2.①リヤスカート側面上部をリヤバンパーに押
　し当て、タイヤハウス部の穴位置をリヤバン
　パー側にマーキングする。
　（図２ 矢視D 参照）

3.④スピードナットをブラケット位置に合わせ
　てリヤバンパー下面にはめる。
　(図２ G’　　　　 　　)

Ⅱ.リヤスカートの仮当て

マスキングテープ

マスキングテープ

①リヤスカート

4.①リヤスカートの金属ブラケットを④スピー
　ドナットに突き当てて、位置をリヤバンパー
　側にマーキングする。

 部 拡大図 参照

矢視 D

矢
視
 
F

CL

・矢視 F （ブラケット穴位置寸法）

270mm 270mm

①リヤスカート

リヤバンパー
G

7
m
m

・G部 拡大図

①リヤスカート

リヤバンパー

・G’部 拡大図

リヤバンパー

①リヤスカート
④スピード
　ナット

・矢視 C

リヤバンパー

オーバーフェンダー
端末から(35mm)

モールと車両意匠ラインとの隙をL/R
均等になるように位置決めをする。

・E-E 断面図

E

①リヤスカート

リヤバンパー

スペーサー

突き当て

・矢視 D

リヤバンパー

・K部 拡大図

K

オ
ー
バ
ー
　

フ
ェ
ン
ダ
ー

端
末
か
ら
　

1
7
m
m

①リヤ
　スカート

D

・H-H 断面図（J－J 断面も同様）

・L-L 断面図

①リヤスカート エンドモール

リヤバンパー

H

⑤位置出しシール_CTR

①リヤスカート

エンドモール上端を
⑤位置出しシール_LH
に合わせる

⑤位置出しシール_LH

エンドモール

リヤバンパー

エンドモール上端を
⑤位置出しシール_CTR
に合わせる

①リヤスカート

G’

牽引フック
カバー

EE

L

L

J

J

H

1.両面テープ貼り付け部（図５斜線部）を脱脂し
　⑦K500 PACプライマーを塗布する。

＜図５＞

＜図３＞

＜図４＞

は特に塗装面を黄変さ

・ 塗布後は、常温で10分

4

5.マスキングテープを①リヤスカートのエンド
　モール上端と下面スペーサー部周辺に合わせ
　て貼り付ける。（図３参照）

6.①リヤスカートと④スピードナットを取り外
　す。

Ⅲ.プライマーの塗布

・矢視 N

リヤバンパー

マーキング位置に合わせて、
φ3.3 穴あけをする

矢
視
 
N

7.リヤバンパー下面及び、タイヤハウス部のマ
　ーキング位置に穴開けをする。
　(図４参照)

アドバイス

・下穴を開ける際は、穴の中心を狙い、ケガ
　キ針又は、画鋲を用いて行なって下さい。

マーキング位置に合わせて、
φ5 穴あけをする

アドバイス

・PACプライマーK500
 せますので、マスキングするか、はみ出し
 たプライマーは、アルコール等で拭き取っ
 て下さい。
PACプライマーK500

 間以上放置し乾燥させて下さい。

・ボディーコート処理されている車両は、
 マスキングをして両面テープ貼り付け部分
 のボディーコートを除去して下さい。

マスキングテープ

①リヤスカート

プライマー塗布範囲

M

M

・M-M 断面図

①リヤスカート

リヤバンパー

スペーサー
マスキング
テープ

・P-P 断面図

リヤバンパー

マスキング
テープ

プライマー塗布範囲(15mm)

P

P

株式会社トヨタカスタマイジング&ディベロップメント
http://www.modellista.co.jp
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③タッピング
　スクリュー
　(仮止め)

矢視 S

R

R

リヤスカート

5

アドバイス

・離型紙が途中で切れない様に、スポイラー
　を少し浮かせながら離型紙を引き抜いて
　下さい。
・両面テープの圧着は、500kPa(5kgf/c㎡)
  程度の力で行って下さい。

5.両面テープ離型紙を　～　の順に引き抜きな
　がら圧着する。　(図７参照)

1 7

＜図７＞

1.①リヤスカートを、仮当て時と同様の手順で
　車両に仮当てする。

6.全てのマスキングテープと⑤位置出しシール
　を剥がす。

3.②タッピングスクリュー(M4×12)で仮締めを
　する。
　（図７ 矢視S 参照）

4.③タッピングスクリュー(M5×16)で仮締めを
　する。
　（図７参照）

アドバイス

・モールの巻き込みに注意して取り付けを
　行って下さい。

2.④スピードナットを取り付ける。

・矢視 S リヤ
バンパー

①リヤ
　スカート

②タッピング
　スクリュー
　(仮止め)

リヤバンパー

・表面

・裏面

Ⅳ.取り付け準備

＜図６＞

1.①リヤスカートの両面テープ離型紙を少し剥
　がし、表側へ折り返してマスキングテープで
　仮固定する。（図６参照）

Q

・Q部 拡大図

離型紙を少し剥がす

圧着する際、バンパー下部から裏面に
手を入れ、挟み込むように圧着する。

・R-R 断面図 

※車両中央部を圧着する際、車両フレ
　ームではなく、バンパーを押してく
　ださい。

　リヤバンパー

①リヤスカート

　車両
　フレーム

・  部 拡大図

＜図７＞

・M-M 断面図

A

B
A部圧着後、
B部も押して
圧着する。

Ⅴ.取り付け

③タッピングスクリュー(仮止め)

11

2 23
4

5

7

6

3 4

矢視 L

M

M

圧着範囲

・矢視 L

リヤ
バンパー

①リヤ
　スカート

②タッピング
　スクリュー
　(仮止め)

M

M
　斜線部：A・B部範囲
（M-M 断面図 1参照）

R’

6

Ⅵ.マフラーエクステンションの取り付け

＜図８＞

＜図９＞

6.①リヤスカートの浮き、剥がれが無いことを
　確認し、両面テープ貼り付け後、３時間以上
　放置し再圧着する。

7.仮締めしていたタッピングスクリューを全て
  本締めをして、取り付け作業終了です。

※以下の工程よりマフラーエクステンションの
　取付説明となります。

1.車両マフラーの出口後端下側から、左図の位
  置にマスキングテープでマーキングする。
　（図８参照）

2.⑥マフラーエクステンションをマーキングの
  位置に合わせて差し込む。(図９参照)

3.リヤバンパー及び①リヤスカートに干渉して
  いないことを確認後、⑥マフラーエクステン
  ションのロックナットを均等に回して締め付
  け仮止めする。

4.リヤバンパーとのクリアランス及び上下左右
  のバランスを確認しながら、仮止め部を本締
  めする。
  ※締め付けはトルクレンチで確実に行ってく
  ださい。【締め付けトルク：6.0N・m】

5.マスキングテープを剥がす。

・マフラーエクステンションの本締めをする
  際は、純正マフラーをサポートゴムから一
  旦取外すと、作業がしやすくなります。

アドバイス

アドバイス

・車両マフラーが確実に冷めている事を確認
　してから作業を行ってください。

(43mm)

(43mm)

67mm以上

リヤバンパー(破線)

①リヤスカート

※⑥マフラーエクステンション
　とリヤバンパーで計測する。

・リヤ正面図

⑥マフラーエクステンション

67mm以上

リヤバンパー

マスキングテープ

車両マフラー

マフラー延長パイプ

・真下から見た状態

マスキングテープ

マスキングテープ

・サイド断面図

均等に回して締め付ける

車両マフラー

株式会社トヨタカスタマイジング&ディベロップメント
http://www.modellista.co.jp

「お問合せ先」
モデリスタコールセンター　TEL　050‐3161‐1000
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 斜線部、A・B圧着範囲
（　部拡大図 参照）

・必ず＜リヤスカート 取付要領書 追補版＞
　の指示通りに作業を行ってください。
　指示通り作業を行わないと、リヤスカート
　が車両に確実に取り付かない場合がありま
　す。

アドバイス

・離型紙が途中で切れない様に、スポイラー
　を少し浮かせながら離型紙を引き抜いて
　下さい。
・両面テープの圧着は、500kPa(5kgf/c㎡)
  程度の力で行って下さい。

①
リヤバンパー

A部圧着後、B部も押して圧着する。

※R-R 断面図のように、両手で挟み込
　んで圧着してください。

両面テープ

A

B

R’

R’

①材質：ABS　(未塗装品) 4

構成部品

リヤスカート素地品の塗装手順
No. 品　　名 個数
①

③

1リヤスカート

②

ブラックアウトテープ_LH

2

2

1

1

1

1

PACプライマー K500

取付要領書

マフラーガーニッシュ_LH

④

⑤

⑧

エンドモール(黒)

⑨

⑦

⑥

⑩

⑪

⑫

1.塗装面の汚れ、ゴミ、ホコリをウエスで取り除き、必ず脱脂を行う。

2.製品に貼り付けてある両面テープを全面マスキングする。
3.プライマー塗装を行う。
4.上塗り塗装を行う。
　注記：上塗り塗料はウレタン系をご使用下さい。
5.硬化
　注記：硬化温度は、成形樹脂の物性上、必ず60℃以下で硬化させて下さい。

Ⅰ.塗装作業

×1ヶ

⑭

タッピングスクリュー(M5×16)

タッピングスクリュー(M4×12)

1

070 ホワイトパールクリスタルシャイン

1K0 メタルストリームメタリック

3T3

8T7

4U3

レッドマイカ

6W9 ラディアントグリーンメタリック

5A3 イエロー

ボ デ ィ ー 色 名 称
ボディー色
色番号

塗
り
分
け
推
奨
色

塗り分け部
推奨色

ブルーメタリック

ダークブラウンマイカメタリック

×1ヶ

⑫
取付要領書

×1ヶ

⑬

Ｋ500

④

×1ヶ

②

×4ヶ ×2ヶ

③

マフラーガーニッシュ_RH

ブラックアウトテープ_RH

1

1

艶消し黒

<209>

209 ブラックマイカ

スピードナット(M5)

⑬

⑦

7

1

マスキング用型紙シールLH/RH 1

×1ヶ

⑥

⑭

×1ヶ

⑧(材質ABS 金属調塗装済)

⑩ ⑪

⑤

×1ヶ ×1ヶ

×1ヶ ×1ヶ

×2ヶ

⑨(材質ABS 金属調塗装済)

1マフラーエクステンション

<209>
or

艶消し黒

・B-B 断面図

B

B

①リヤスカート

車両ボディー色

＜209＞or艶消し黒
A

・A部 拡大図

⑥型紙シール

塗装の塗り分けを行う際、⑥型紙シール
を使用して、マスキングを行って下さい＜図１＞

<209>

<209>

<209>

<209>

<209>

<209>

車体色

089 プラチナホワイトパールマイカ <209>

224 イナズマスパーキングブラックガラスフレーク <209>

⑭エンドモール貼付範囲

⑧マフラーガーニッシュ_LH

C

C

⑭エンドモール貼付範囲

⑭エンドモール貼付範囲

⑩ブラックアウトテープ_LH
①リヤスカート

段差まで

段差まで

離型紙
センターカット 折れまで

段差まで

両面テープ
3M RT8020 W10

(2.0mm 厚 10mm 幅 )

R エンドまで

Rエンドまで

Rエンドまで

Rエンドまで
Rエンドまで

※.補修キット両面テープ貼り位置

1.補修キットを使用して、①リヤスカートの再取付を行う際は、下図を参照に両面テープを選択し、
　貼り付けてください。

①リヤスカート

D

・D部 拡大図

両面テープ RT8020 W10

⑭エンドモール⑬プライマー
　　塗布範囲

Rエンドまで

Rエンドまで

8

＜図２＞

Ⅱ.プライマーの塗布とエンドモールの貼付

1.塗装終了後、⑧⑨マフラーガーニッシュの両面テープ貼り付け部、及び①リヤスカート本体の
　⑩⑪ブラックアウトテープ、⑭エンドモールを貼り付ける部分を脱脂し、⑬PACプライマーK500
　を塗布する。(図２参照)

2.⑩⑪ブラックアウトテープ及び、⑭エンドモールを①リヤスカート
  に取り付ける。(図１参照)

アドバイス

・プライマーは車両への取り付け時に再度使用します。

・揮発性が高いので、速やかに袋に戻し揮発を抑えて下さい。

・プライマー塗布部以外は必要に応じてマスキングをして下さい。

3.⑧⑨マフラーガーニッシュを①リヤスカートに取り付ける。

・C-C 断面図

①

⑧

⑩

※奥側をしっかり
  圧着して下さい

両面テープ

スポンジテープ

両面テープ

※奥側をしっかり
  圧着して下さい

2

1

1

構成部品 No. 品　　名 個数
①

③

1リヤスカート

② 4タッピングスクリュー (M4×12)

タッピングスクリュー (M5×16)

位置出しシール_LH/CTR/RH

1

④

⑤

⑥

⑦

×1ヶ

取付要領書

×1ヶ

⑥

Ｋ500

②

×4ヶ

④

×1ヶ×2ヶ

③ ⑤
スピードナット(M5)

⑦

2

×2ヶ PACプライマー K500

取付要領書⑧⑧ 1

マフラーエクステンション

×1ヶ LH RHCTR

位置出しシール_LH/CTR/RH



このたびは、モデリスタ商品をお買い上げ頂きましてありがとうございます。
本書は、リヤスカートの取付要領について記載してあります。
取り付け前に必ずお読み頂き、正しい取り付けを行なって下さい。　

1

リヤスカート　 　取付要領書
設定型式：DBA-NGX#0、DAA-ZYX1#　　設定グレード：全グレード 

C-HR　モデリスタバージョン 

アドバイス・・・この取付要領書では、スピーディーに安全な作業をして頂く上で知って
　　　　　　　　 おいて頂きたい事を左図マークで表示しております。

■リヤスカートが、車両に確実に貼り付けされているか点検して下さい。

■両面テープの全ての離型紙が剥がされ、確実に圧着されているか点検して下さい。

■取り付け完了後、リヤスカート及び車両部品に傷がついていないか点検して下さい。

■取り付け完了後、最低３時間は強い力をかけたり、雨等で濡れない様注意して下さい。

（両面テープの剥がれ、車両とリヤスカートとの間に隙間が発生するおそれがあります。）

取り付け完了後の点検・注意事項

取り付け上の注意事項

重要

重要

重要

39-TCD026-A10

　接着面をドライヤー等で温めてから貼り付け作業を行なって下さい。

■車両部品の取り外しに際して、紛失や混乱がない様に部品ごとに整理して、復元する際
　間違えない様配慮して下さい。また、部品に傷を付けたりしない様に取り扱いに注意し
　て作業を行なって下さい。
■本書で指示した部品以外は、取り外さない様注意して下さい。

■商品の仮合わせ時等においては、マスキングテープ等で車両側への傷付き防止策を行な
　った上で実施して下さい。
■リヤスカートを取り付ける部品の汚れ、ゴミ、ホコリをウエスで拭き取って下さい。

■本製品の取り付けは、２名で作業を行なって下さい。

■エンドモール（両面テープ付き）・両面テープを貼り付ける部分は、必ず脱脂して下さい。
　脱脂作業を怠ると両面テープを接着しても剥がれる場合があります。
■両面テープの接着力促進剤として、

必ず両面テープ用プライマーを塗って下さい。　（PACプライマーK500を本品に添付）
　プライマーの効力を発揮させる為、塗布後、常温で10分間以上放置し乾燥させて下さい。
■両面テープは、外気温が15℃以下になると接着力が低下しますので、両面テープ及び被

■両面テープのプライマーは、 特に塗装面を黄変させますので必ず塗装面をマスキング
　し、はみだしたプライマーは、アルコール等で拭き取って下さい。
■ボディーコートが塗布されている車両はボディーコートを剥離して下さい。
（必ずマスキングし、なるべく細かい番手で行なう。）ボディーコートが塗布されて

　いる車両は脱脂作業を行なっても、プライマーの接着力促進効果を充分に発揮できな
　い場合があります。ボディーコート除去後は、アルコール等で脱脂をきちんと行って
　下さい。
■両面テープの圧着を十分に行って下さい。500kPa（5kgf/c㎡）以上

■走行直後などはマフラーが高温の為、火傷のおそれがあり危険です。
　マフラーエクステンション装着の際は、マフラーが完全に冷えてから作業を行って下さい。

重要

2

品番　D2641-53710-**C-HR モデリスタバージョン リヤスカート

＜図１＞

①リヤスカート

リヤバンパー

取付概要

取　付　手　順
Ⅰ.取付位置出し

1.ロックストライカーのセンターを基準にして
　、リヤバンパーのセンター位置を出し、セン
　ター位置に⑤位置出しシール_LH/CTR/RHを貼
  り付ける。(図１参照)

⑤位置出しシール_CTR

ロックストライカー
のセンターを基準にする

・C部 拡大図

LH
RR

UP

A

⑤位置出し
  シール
　_CTR

・A-A 断面図

CL

C

傷付き防止の為、マスキングテープを貼る

2.傷付き防止の為、車両中央部のリヤフォグラ
  ンプ部分周辺をマスキングテープ等を使用し
  て保護する。⑤位置出しシール_LH

⑤位置出し
  シール_RH

⑤位置出し
  シール_LH

・B-B 断面図

　端末まで

B

B

430㎜

・リヤ正面図

※L側も同様

⑤位置出し
  シール_RH

⑤位置出し
  シール_CTR

　端末まで

①

LH RHCTR

1.ロックストライカーのセンターを基準にして
　、リヤバンパーのセンター位置を出し、セン
　ター位置に⑤位置出しシールAを貼り付け、
　両サイドに⑨⑩位置出しシールB_LH/RHを貼り
　付ける。(図１参照)

CL

A
B

AA

リヤバンパー

430㎜

※R側も同様

⑤位置出し
  シール
  _LH

⑤位置出し
  シール
  _CTR

CL

・リヤ正面図

※R側も同様

⑤位置出し
  シール
　_RH

3

＜図２＞

1.①リヤスカートのエンドモール上端を⑤位置
　出しテープ_LH/CTR/RHに合わせ、左図要領でリ
  ヤバンパーに仮当てする。
　(図２参照)

　その際、脱落防止のため、マスキングテープ
  等で仮固定する。

2.①リヤスカート側面上部をリヤバンパーに押
　し当て、タイヤハウス部の穴位置をリヤバン
　パー側にマーキングする。
　（図２ 矢視D 参照）

3.④スピードナットをブラケット位置に合わせ
　てリヤバンパー下面にはめる。
　(図２ G’　　　　 　　)

Ⅱ.リヤスカートの仮当て

マスキングテープ

マスキングテープ

①リヤスカート

4.①リヤスカートの金属ブラケットを④スピー
　ドナットに突き当てて、位置をリヤバンパー
　側にマーキングする。

 部 拡大図 参照

矢視 D

矢
視
 
F

CL

・矢視 F （ブラケット穴位置寸法）

270mm 270mm

①リヤスカート

リヤバンパー
G

7
m
m

・G部 拡大図

①リヤスカート

リヤバンパー

・G’部 拡大図

リヤバンパー

①リヤスカート
④スピード
　ナット

・矢視 C

リヤバンパー

オーバーフェンダー
端末から(35mm)

モールと車両意匠ラインとの隙をL/R
均等になるように位置決めをする。

・E-E 断面図

E

①リヤスカート

リヤバンパー

スペーサー

突き当て

・矢視 D

リヤバンパー

・K部 拡大図

K

オ
ー
バ
ー
　

フ
ェ
ン
ダ
ー

端
末
か
ら
　

1
7
m
m

①リヤ
　スカート

D

・H-H 断面図（J－J 断面も同様）

・L-L 断面図

①リヤスカート エンドモール

リヤバンパー

H

⑤位置出しシール_CTR

①リヤスカート

エンドモール上端を
⑤位置出しシール_LH
に合わせる

⑤位置出しシール_LH

エンドモール

リヤバンパー

エンドモール上端を
⑤位置出しシール_CTR
に合わせる

①リヤスカート

G’

牽引フック
カバー

EE

L

L

J

J

H

1.両面テープ貼り付け部（図５斜線部）を脱脂し
　⑦K500 PACプライマーを塗布する。

＜図５＞

＜図３＞

＜図４＞

は特に塗装面を黄変さ

・ 塗布後は、常温で10分

4

5.マスキングテープを①リヤスカートのエンド
　モール上端と下面スペーサー部周辺に合わせ
　て貼り付ける。（図３参照）

6.①リヤスカートと④スピードナットを取り外
　す。

Ⅲ.プライマーの塗布

・矢視 N

リヤバンパー

マーキング位置に合わせて、
φ3.3 穴あけをする

矢
視
 
N

7.リヤバンパー下面及び、タイヤハウス部のマ
　ーキング位置に穴開けをする。
　(図４参照)

アドバイス

・下穴を開ける際は、穴の中心を狙い、ケガ
　キ針又は、画鋲を用いて行なって下さい。

マーキング位置に合わせて、
φ5 穴あけをする

アドバイス

・PACプライマーK500
 せますので、マスキングするか、はみ出し
 たプライマーは、アルコール等で拭き取っ
 て下さい。
PACプライマーK500

 間以上放置し乾燥させて下さい。

・ボディーコート処理されている車両は、
 マスキングをして両面テープ貼り付け部分
 のボディーコートを除去して下さい。

マスキングテープ

①リヤスカート

プライマー塗布範囲

M

M

・M-M 断面図

①リヤスカート

リヤバンパー

スペーサー
マスキング
テープ

・P-P 断面図

リヤバンパー

マスキング
テープ

プライマー塗布範囲(15mm)

P

P
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③タッピング
　スクリュー
　(仮止め)

矢視 S

R

R

リヤスカート

5

アドバイス

・離型紙が途中で切れない様に、スポイラー
　を少し浮かせながら離型紙を引き抜いて
　下さい。
・両面テープの圧着は、500kPa(5kgf/c㎡)
  程度の力で行って下さい。

5.両面テープ離型紙を　～　の順に引き抜きな
　がら圧着する。　(図７参照)
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＜図７＞

1.①リヤスカートを、仮当て時と同様の手順で
　車両に仮当てする。

6.全てのマスキングテープと⑤位置出しシール
　を剥がす。

3.②タッピングスクリュー(M4×12)で仮締めを
　する。
　（図７ 矢視S 参照）

4.③タッピングスクリュー(M5×16)で仮締めを
　する。
　（図７参照）

アドバイス

・モールの巻き込みに注意して取り付けを
　行って下さい。

2.④スピードナットを取り付ける。

・矢視 S リヤ
バンパー

①リヤ
　スカート

②タッピング
　スクリュー
　(仮止め)

リヤバンパー

・表面

・裏面

Ⅳ.取り付け準備

＜図６＞

1.①リヤスカートの両面テープ離型紙を少し剥
　がし、表側へ折り返してマスキングテープで
　仮固定する。（図６参照）

Q

・Q部 拡大図

離型紙を少し剥がす

圧着する際、バンパー下部から裏面に
手を入れ、挟み込むように圧着する。

・R-R 断面図 

※車両中央部を圧着する際、車両フレ
　ームではなく、バンパーを押してく
　ださい。

　リヤバンパー

①リヤスカート

　車両
　フレーム

・  部 拡大図

＜図７＞

・M-M 断面図

A

B
A部圧着後、
B部も押して
圧着する。

Ⅴ.取り付け

③タッピングスクリュー(仮止め)
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2 23
4

5

7

6

3 4

矢視 L

M

M

圧着範囲

・矢視 L

リヤ
バンパー

①リヤ
　スカート

②タッピング
　スクリュー
　(仮止め)

M

M
　斜線部：A・B部範囲
（M-M 断面図 1参照）

R’

6

Ⅵ.マフラーエクステンションの取り付け

＜図８＞

＜図９＞

6.①リヤスカートの浮き、剥がれが無いことを
　確認し、両面テープ貼り付け後、３時間以上
　放置し再圧着する。

7.仮締めしていたタッピングスクリューを全て
  本締めをして、取り付け作業終了です。

※以下の工程よりマフラーエクステンションの
　取付説明となります。

1.車両マフラーの出口後端下側から、左図の位
  置にマスキングテープでマーキングする。
　（図８参照）

2.⑥マフラーエクステンションをマーキングの
  位置に合わせて差し込む。(図９参照)

3.リヤバンパー及び①リヤスカートに干渉して
  いないことを確認後、⑥マフラーエクステン
  ションのロックナットを均等に回して締め付
  け仮止めする。

4.リヤバンパーとのクリアランス及び上下左右
  のバランスを確認しながら、仮止め部を本締
  めする。
  ※締め付けはトルクレンチで確実に行ってく
  ださい。【締め付けトルク：6.0N・m】

5.マスキングテープを剥がす。

・マフラーエクステンションの本締めをする
  際は、純正マフラーをサポートゴムから一
  旦取外すと、作業がしやすくなります。

アドバイス

アドバイス

・車両マフラーが確実に冷めている事を確認
　してから作業を行ってください。

(43mm)

(43mm)

67mm以上

リヤバンパー(破線)

①リヤスカート

※⑥マフラーエクステンション
　とリヤバンパーで計測する。

・リヤ正面図

⑥マフラーエクステンション

67mm以上

リヤバンパー

マスキングテープ

車両マフラー

マフラー延長パイプ

・真下から見た状態

マスキングテープ

マスキングテープ

・サイド断面図

均等に回して締め付ける

車両マフラー

株式会社トヨタカスタマイジング&ディベロップメント
http://www.modellista.co.jp

「お問合せ先」
モデリスタコールセンター　TEL　050‐3161‐1000
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 斜線部、A・B圧着範囲
（　部拡大図 参照）

・必ず＜リヤスカート 取付要領書 追補版＞
　の指示通りに作業を行ってください。
　指示通り作業を行わないと、リヤスカート
　が車両に確実に取り付かない場合がありま
　す。

アドバイス

・離型紙が途中で切れない様に、スポイラー
　を少し浮かせながら離型紙を引き抜いて
　下さい。
・両面テープの圧着は、500kPa(5kgf/c㎡)
  程度の力で行って下さい。

①
リヤバンパー

A部圧着後、B部も押して圧着する。

※R-R 断面図のように、両手で挟み込
　んで圧着してください。

両面テープ

A

B

R’

R’

①材質：ABS　(未塗装品) 4

構成部品

リヤスカート素地品の塗装手順
No. 品　　名 個数
①

③

1リヤスカート

②

ブラックアウトテープ_LH

2

2

1

1

1

1

PACプライマー K500

取付要領書

マフラーガーニッシュ_LH

④

⑤

⑧

エンドモール(黒)

⑨

⑦

⑥

⑩

⑪

⑫

1.塗装面の汚れ、ゴミ、ホコリをウエスで取り除き、必ず脱脂を行う。

2.製品に貼り付けてある両面テープを全面マスキングする。
3.プライマー塗装を行う。
4.上塗り塗装を行う。
　注記：上塗り塗料はウレタン系をご使用下さい。
5.硬化
　注記：硬化温度は、成形樹脂の物性上、必ず60℃以下で硬化させて下さい。

Ⅰ.塗装作業

×1ヶ

⑭

タッピングスクリュー(M5×16)

タッピングスクリュー(M4×12)

1

070 ホワイトパールクリスタルシャイン

1K0 メタルストリームメタリック

3T3

8T7

4U3

レッドマイカ

6W9 ラディアントグリーンメタリック

5A3 イエロー

ボ デ ィ ー 色 名 称
ボディー色
色番号

塗
り
分
け
推
奨
色

塗り分け部
推奨色

ブルーメタリック

ダークブラウンマイカメタリック

×1ヶ

⑫
取付要領書

×1ヶ

⑬

Ｋ500

④

×1ヶ

②

×4ヶ ×2ヶ

③

マフラーガーニッシュ_RH

ブラックアウトテープ_RH

1

1

艶消し黒

<209>

209 ブラックマイカ

スピードナット(M5)

⑬

⑦

7

1

マスキング用型紙シールLH/RH 1

×1ヶ

⑥

⑭

×1ヶ

⑧(材質ABS 金属調塗装済)

⑩ ⑪

⑤

×1ヶ ×1ヶ

×1ヶ ×1ヶ

×2ヶ

⑨(材質ABS 金属調塗装済)

1マフラーエクステンション

<209>
or

艶消し黒

・B-B 断面図

B

B

①リヤスカート

車両ボディー色

＜209＞or艶消し黒
A

・A部 拡大図

⑥型紙シール

塗装の塗り分けを行う際、⑥型紙シール
を使用して、マスキングを行って下さい＜図１＞

<209>

<209>

<209>

<209>

<209>

<209>

車体色

089 プラチナホワイトパールマイカ <209>

224 イナズマスパーキングブラックガラスフレーク <209>

⑭エンドモール貼付範囲

⑧マフラーガーニッシュ_LH

C

C

⑭エンドモール貼付範囲

⑭エンドモール貼付範囲

⑩ブラックアウトテープ_LH
①リヤスカート

段差まで

段差まで

離型紙
センターカット 折れまで

段差まで

両面テープ
3M RT8020 W10

(2.0mm 厚 10mm 幅 )

R エンドまで

Rエンドまで

Rエンドまで

Rエンドまで
Rエンドまで

※.補修キット両面テープ貼り位置

1.補修キットを使用して、①リヤスカートの再取付を行う際は、下図を参照に両面テープを選択し、
　貼り付けてください。

①リヤスカート

D

・D部 拡大図

両面テープ RT8020 W10

⑭エンドモール⑬プライマー
　　塗布範囲

Rエンドまで

Rエンドまで

8

＜図２＞

Ⅱ.プライマーの塗布とエンドモールの貼付

1.塗装終了後、⑧⑨マフラーガーニッシュの両面テープ貼り付け部、及び①リヤスカート本体の
　⑩⑪ブラックアウトテープ、⑭エンドモールを貼り付ける部分を脱脂し、⑬PACプライマーK500
　を塗布する。(図２参照)

2.⑩⑪ブラックアウトテープ及び、⑭エンドモールを①リヤスカート
  に取り付ける。(図１参照)

アドバイス

・プライマーは車両への取り付け時に再度使用します。

・揮発性が高いので、速やかに袋に戻し揮発を抑えて下さい。

・プライマー塗布部以外は必要に応じてマスキングをして下さい。

3.⑧⑨マフラーガーニッシュを①リヤスカートに取り付ける。

・C-C 断面図

①

⑧

⑩

※奥側をしっかり
  圧着して下さい

両面テープ

スポンジテープ

両面テープ

※奥側をしっかり
  圧着して下さい

2

1

1

構成部品 No. 品　　名 個数
①

③

1リヤスカート

② 4タッピングスクリュー (M4×12)

タッピングスクリュー (M5×16)

位置出しシール_LH/CTR/RH

1

④

⑤

⑥

⑦

×1ヶ

取付要領書

×1ヶ

⑥

Ｋ500

②

×4ヶ

④

×1ヶ×2ヶ

③ ⑤
スピードナット(M5)

⑦

2

×2ヶ PACプライマー K500

取付要領書⑧⑧ 1

マフラーエクステンション

×1ヶ LH RHCTR

位置出しシール_LH/CTR/RH


